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一

　

目　

次
✻

Ⅰ　

序
説

　

一　

本
論
文
の
位
置
づ
け

　

二　

B
G
B
の
規
定
に
関
す
る
確
認

　

三　

賃
貸
さ
れ
て
い
る
住
居
の
経
済
的
利
用
の
類
型

　

四　

賃
貸
人
の
﹁
自
己
必
要
﹂
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
と
の
関
係
（
以
上
、
四
八
巻
三
・
四
合
併
号
）

Ⅱ　

相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

一　

は
じ
め
に

田　
　

中　
　

英　
　

司

住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

　
　
　
　
　

│
ド
イ
ツ
裁
判
例
研
究
か
ら
の
模
索
│



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

二

　

二　

前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例

　
　

１　

要
求
で
き
な
い
ほ
ど
厳
格
に
要
件
を
取
り
扱
う
こ
と
に
関
し
て

　
　

２　

当
事
者
の
申
立
て
を
不
当
に
取
り
扱
う
こ
と
に
関
し
て

　

三　

基
本
と
な
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例
（
以
上
、
四
九
巻
一
号
）

　

四　

当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型

　
　

１　

前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
関
す
る
裁
判
例

　
　

２　

解
約
告
知
が
肯
定
さ
れ
た
裁
判
例

　
　
　

（
１
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例
（
以
上
、
本
巻
本
号
）

　
　
　

（
２
）　

下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例

　
　
　
　

①　

賃
貸
人
の
解
約
告
知
の
形
式
的
な
有
効
性
の
要
件
に
つ
い
て

　
　
　
　

②　

経
済
的
な
利
用
の
相
当
性
と
い
う
要
件
に
つ
い
て

　
　
　
　

③　

経
済
的
な
利
用
の
妨
げ
・
賃
貸
人
の
著
し
い
不
利
益
と
い
う
要
件
に
つ
い
て

　
　

３　

解
約
告
知
が
否
定
さ
れ
た
裁
判
例

　
　

４　

裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

五　

当
該
建
物
（
住
居
）
の
取
壊
し
・
再
築
と
い
う
類
型

　

六　

当
該
建
物
（
住
居
）
に
つ
い
て
の
建
築
措
置
（
改
造
・
近
代
化
等
）
と
い
う
類
型
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三

　

七　

当
該
住
居
の
事
業
用
空
間
へ
の
変
更
と
い
う
類
型

Ⅲ　

総
括
と
日
本
法
へ
の
示
唆

Ⅱ　

相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

四　

当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型

　

そ
れ
で
は
、
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例
の
考
察
、
お
よ
び
、
基
本
と
な
る
連
邦
憲

法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例
の
確
認
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
賃
貸
さ
れ
て
い
る
住
居
の
経
済
的
利
用
に
か
か
わ
る
四
つ
の
類
型
に

し
た
が
っ
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
整
理
・
考
察
す
る
作
業
に
入
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型
に
関
す
る
裁
判
例
を
整
理
・
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
賃
貸
さ
れ
て
い
る
住
居
の
経

済
的
利
用
に
か
か
わ
る
四
つ
の
類
型
に
お
い
て
、
各
々
の
類
型
に
関
係
す
る
裁
判
例
の
数
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）

の
売
買
と
い
う
類
型
に
関
す
る
裁
判
例
が
最
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
関
す
る
裁
判
例
を
確
認
し
た
う
え
で
、
結
論
と
し
て
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
住
居

使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
が
肯
定
さ
れ
た
裁
判
例
、
お
よ
び
、
否
定
さ
れ
た
裁
判
例
に
分
け
、
解
約
告
知
が
肯
定
さ
れ
た
裁
判
例
と
解
約
告
知



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

四

が
否
定
さ
れ
た
裁
判
例
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
さ
ら
に
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
整
理
・
考
察
す
る
作
業
を
通
し
て
、
当
該
類
型
に
お
け
る
裁
判
例

の
判
断
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

１　

前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
関
す
る
裁
判
例

　

は
じ
め
に
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型
に
お
い
て
、
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
関
す
る
裁
判
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の

裁
判
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

一　

賃
貸
人
が
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
方
法
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
る
住
居
を
経
済
的
に
利
用
し
た
い
た
め
に
、
相

当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
、

賃
貸
人
が
、
以
前
の
時
点
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
当
該
住
居
の
所
有
権
を
取
得
し
、
そ
の
後
、
当
該
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係

を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
賃
貸
人
の
解
約
告
知
権
は
、
は
じ
め
か

ら
考
慮
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
三
月
一
日
決
定
を

み
て
お
き
た
い
。

　

︻
９
︼
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
三
月
一
日
決

︶
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定

　

﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
九
巻
　
　
第
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
一
七
年
　
二
月
）

五

　

被
告
は
、
現
在
原
告
ら
の
所
有
で
あ
る
と
こ
ろ
の
二
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
住
居
所
有
権
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
本
件
住
居
は
、
す

で
に
住
居
所
有
権
に
変
更
さ
れ
る
前
に
、
被
告
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
。
原
告
ら
は
、
原
告
ら
の
前
主
に
よ
っ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
本
件
住
居
所
有

権
を
、
一
九
八
三
年
七
月
に
、
そ
こ
に
自
ら
居
住
す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
買
い
受
け
た
。
そ
の
後
、
原
告
ら
は
、
被
告
に
対
し
、
本
件
住
居
所

有
権
の
明
渡
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
成
果
は
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
、
原
告
ら
の
婚
姻
に
類
似
し
た
生
活
共
同
体
は
破
綻
し
、
そ
れ
と

と
も
に
、
本
件
住
居
所
有
権
を
自
ら
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
本
来
の
利
益
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
原
告
ら
は
、

本
件
住
居
所
有
権
を
再
び
売
買
し
よ
う
と
考
え
、
一
九
八
五
年
七
月
三
一
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
に
対
し
、
一
九
八
六
年
七
月
三
一
日
付

で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
存
続
す
る
場
合
、
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
所
有
権
の
相
当
な
経
済
的
利

用
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
著
し
い
不
利
益
を
被
る
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
存
続
す
る
場

合
、
一
四
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
売
買
価
格
だ
け
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
は
、
本
件

住
居
所
有
権
は
、
三
二
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
売
買
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
ら
の
（
新
た
な
）
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
原
告
ら
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
本
件
住
居
所
有
権
が
売
買

さ
れ
る
場
合
、
著
し
い
売
買
価
格
の
損
失
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

原
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
、
経
済
性
の
見
積
も
り
を
提
出
し
て
、
さ
ら
に
、
本
件
住
居
所
有
権
の
明
渡
し
を
請
求
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
上
級
地
方
裁
判
所
に
、
次
の
法
的
問
題
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
﹁
賃
貸
さ
れ

て
い
た
住
居
所
有
権
を
買
い
受
け
た
賃
貸
人
は
、
後
に
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
に
も
と
づ
い
て
、
賃
貸
人
が
、
当
該
住
居
を
、
賃
貸
さ
れ

て
い
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
の
理
由
か
ら
、
著
し
く
よ
り
わ
ず
か
な
価
格
で
さ
ら
に
譲
渡
す
る
場
合
、
相
当
な
経
済
的
利
用
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

六

い
る
と
い
う
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
当
該
住
居
所
有
権
（
の
使
用
賃
貸
借
関
係
）
を
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
﹂︶
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、
と
い
う
法
的
問
題
で
あ

っ
た
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
確
か
に
、
原
則
と
し
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
目
的
物
の
意
図
さ
れ
た
売
買
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
住
居
の
場
合
よ
り

も
、
本
質
的
に
よ
り
わ
ず
か
な
価
格
が
獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
B
G
B
旧
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
に
も
と
づ
く
解
約
告
知
理
由

は
存
在
す
る
、
と
考
え
た
。
し
か
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
以
前
の
裁
判
例
に
依
拠
し
て
、
売
主
（
賃
貸
人
）
が
、
当
該
住
居
所
有
権
を
、
そ
の
前

に
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
の
理
由
か
ら
、
す
で
に
対
応
し
た
有
利
な
価
格
を
も
っ
て
取
得
し
て
い
た
場
合
、
当
該
原
則
は
妥
当
し

な
い
、
と
い
う
見
解
に
傾
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

﹇
決
定
理
由
﹈

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
法
的
問
題
に
対
す
る
自
ら
の
態
度
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
は
じ
め
に
、
賃
貸
人
が
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）

の
売
買
と
い
う
方
法
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
る
住
居
を
経
済
的
に
利
用
し
た
い
た
め
に
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
住
居

使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
裁
判
例
と
学
説
の
状
況
を
、
次
の
よ
う
な
簡
潔
な
形
に
お
い
て
確
認
し
た
。

　

﹁
制
限
的
な
解
釈
の
方
法
に
お
い
て
は
、
部
分
的
に
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
住
居
の
意
図
さ
れ
た
売
買
の
場
合
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
住
居
の
場
合

よ
り
も
よ
り
わ
ず
か
な
収
益
で
あ
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
な
お
、
解
約
告
知
権
を
付
与
し
な
い
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
所
有

権
者
は
、
当
該
土
地
・
建
物
が
存
続
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
も
と
で
売
れ
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
存
続
が
そ
の
他
の
理

由
か
ら
要
求
で
き
な
い
場
合
に
の
み
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
所
有
権
者
が
、
住
居
所
有
権
を
、
す
で
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に

お
い
て
取
得
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
住
居
市
場
の
危
険
に
身
を
さ
ら
し
た
場
合
、
解
約
告
知
権
の
排
除
か
ら
出
発
さ
れ
る
。
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七

　

こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
の
見
解
は
、
原
則
と
し
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
当
該
土
地
・
建
物
の
意
図
さ
れ
た
売
買
に
お
い
て
、
著
し

く
よ
り
わ
ず
か
な
売
買
価
格
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
の
意
味
に
お
け
る
正
当
な
利
益
を
肯

定
す
る
﹂︶

48
︵

。

　

次
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
な
裁
判
例
と
学
説
の
状
況
を
踏
ま
え
、
す
で
に
Ⅱ
の
三
に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
連
邦
憲
法
裁
判

所
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
判
決
（
裁
判
例
︻
６
︼
）
を
取
り
上
げ
、
同
判
決
の
主
旨
は
、
後
者
の
反
対
の
見
解
に
有
利
な
結
果
に
な
る
こ
と
を
論

じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　

﹁
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
間
に
、
当
該
争
点
を
、
後
者
の
見
解
に
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
決
定
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
判
決
に
お
い
て
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
を
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
と
一
致
し
う
る
と
考
え
、
そ
の
こ

と
を
超
え
て
、
次
の
よ
う
な
主
旨
を
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
は
、
当
該
土
地
・
建
物
の
意
図
さ
れ
た
売
買
を
、
B
G
B

五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
の
適
用
領
域
か
ら
除
外
し
、
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
所
有
権
者
が
存
在
の
窮
地
に
陥
る
場
合
に
は
じ
め
て
解
約
告
知
と
い

う
断
固
と
し
た
処
置
を
取
ら
せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
の
解
釈
と
適
用
に
お
け
る
憲
法
上
の
諸
々
の
要
求
に
つ
い
て
、
詳
細
に
、
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
の
適
用
に
お
い
て
、
基
本
法
一
四
条
一
項
二
文
の
枠
組
み
に
お
い
て
所

有
権
を
内
容
上
形
成
す
る
場
合
、
立
法
者
に
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
や
り
方
で
所
有
権
に
対
す
る
制
限
を
強
め
て
は
な
ら
な
い
。
基
本
法

は
、
裁
判
所
に
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
住
居
の
所
有
権
者
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
住
居
の
社
会
的
な
機
能
の
た
め
に
、
強
め
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
、

処
分
権
能
の
制
限
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。
他
方
に
お
い
て
、
私
的
な
有
益
性
お
よ
び
処
分
権
能



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

八

が
、
所
有
権
の
核
心
と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
有
権
を
譲
渡
す
る
と
い
う
自
由
も
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
属
す
る
。
所
有
権
を
譲
渡

す
る
と
い
う
自
由
は
、
譲
渡
を
明
確
に
困
難
に
し
、
あ
る
い
は
、
（
部
分
的
に
）
禁
止
す
る
と
こ
ろ
の
規
定
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
の
み
で
は
な

い
。
解
約
告
知
か
ら
の
保
護
に
つ
い
て
の
規
定
も
ま
た
、
そ
の
適
用
が
売
買
を
経
済
的
に
意
味
の
な
い
も
の
と
思
わ
せ
る
場
合
、
所
有
権
の
実
質
に

介
入
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
有
権
者
の
経
済
的
な
存
在
を
な
お
重
大
に
疑
問
視
し
な
い
と
こ
ろ
の
財
産
上
の
損
失
も
ま
た
、
解
約
告

知
の
要
件
の
適
用
に
お
い
て
、
憲
法
上
、
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
﹂︶

49
︵

。

　

そ
の
う
え
で
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
最
後
に
、
本
件
法
的
問
題
に
対
す
る
自
ら
の
態
度
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

﹁
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
の
解
釈
と
適
用
に
お
い
て
、
所
有
権
者
が
、
譲
渡
す
る
当
該
土
地
・
建
物
を
、
そ
の
前
に
自
ら
建
築
し
、

そ
れ
か
ら
賃
貸
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
本
件
の
よ
う
に
、
そ
の
後
は
じ
め
て
す
で
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
取
得
し
た
の
か
と
い
う
点

は
、
憲
法
上
、
相
違
を
も
た
ら
さ
な
い
。
所
有
権
者
の
解
約
告
知
権
が
、
売
買
の
事
案
に
お
け
る
差
し
迫
っ
て
い
る
著
し
い
不
利
益
に
左
右
さ
れ
ず

に
、
も
っ
ぱ
ら
、
当
該
土
地
・
建
物
が
、
以
前
の
所
有
権
の
取
得
時
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
点
だ
け
に
依
存
す
る
場
合
、
そ
の
こ
と
は
、
所
有
権
の
保
障
に
対
す
る
過
度
な
介
入
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
、
所
有
権
者
が
、
す
で
に
そ

の
前
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
当
該
土
地
・
建
物
を
、
有
償
で
│
本
件
の
よ
う
に
、
売
買
に
よ
っ
て
│
取
得
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
う
え
さ
ら

に
、
無
償
で
（
た
と
え
ば
、
相
続
、
遺
贈
、
贈
与
に
よ
っ
て
）
取
得
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
か
ら
出
て
く
る
保
障
に
と

っ
て
、
重
要
で
は
な
い
。
・
・
・
・

　

そ
の
理
由
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
、
す
で
に
、
所
有
権
者
が
、
当
該
賃
貸
目
的
物
を
、
以
前
の
時
点
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
取

得
し
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
に
も
と
づ
く
所
有
権
者
の
解
約
告
知
権
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
解
釈
は
、
基
本



西
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九

法
一
四
条
一
項
一
文
と
一
致
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
﹂︶

50
︵

。

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
賃
貸
人
が
、
以
前
の
時
点
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
当
該
住
居
の
所
有
権
を
取
得

し
、
そ
の
後
、
当
該
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
場
合
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
賃
貸
人
の
解
約
告
知
権

は
は
じ
め
か
ら
考
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
解
釈
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
に
か
ん
が
み
て
取
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
点
を
も
付
言
し
た
。

　

﹁
そ
れ
と
と
も
に
、
賃
借
人
は
、
保
護
の
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

自
己
必
要
に
依
拠
し
た
解
約
告
知
理
由
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
意
図
さ
れ
た
当
該
土
地
・
建
物
の
売
買
の
事
案
に
お
い
て
も
、
所
有
権
者
の
口

実
に
さ
れ
た
解
約
告
知
、
お
よ
び
、
所
有
権
者
の
濫
用
的
な
態
様
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
意
味
し
な
い
。

B
G
B
五
六
四
ｂ
条
は
、
契
約
に
誠
実
な
賃
借
人
を
恣
意
的
な
解
約
告
知
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
権
利
の
濫
用
と
い
う
観
点
を
も
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
B
G
B
の
目
的
は
、
ま
さ
し
く
、
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
﹂︶

51
︵

。

　

次
に
、
こ
の
権
利
の
濫
用
と
い
う
観
点
に
か
か
わ
る
裁
判
例
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

二　

第
一
に
、
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
月
二
六
日
判
決

︶
52
︵

は
、
原
告
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
本
件
住
居
の

所
有
権
を
取
得
し
た
後
、
本
件
土
地
・
建
物
（
住
居
）
を
売
買
し
た
い
た
め
に
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
本
件
住
居
使
用
賃

貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
権
利
の
濫
用
で
あ
り
、
原
告

は
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
判
断
し
た
。



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

一
〇

　

﹁
確
か
に
、
賃
貸
人
の
解
約
告
知
権
は
、
原
則
と
し
て
、
賃
貸
人
が
あ
る
住
居
を
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
取
得
し
た
と
い
う
理
由
で
排

除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
解
約
告
知
権
は
、
賃
貸
人
の
態
様
が
個
々
の
事
案
の
す
べ
て
の
観
点
を
評
価
し
て
権
利
の
濫
用
で

あ
る
と
証
明
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
限
界
を
見
出
す

︶
53
︵

。
そ
の
際
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
原
告
が
、
一
九
八
八
年
八
月
に
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態

に
お
い
て
本
件
住
居
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
取
得
時
点
に
お
い
て
、
原
告
に
は
、
本
件
目
的
物
か
ら

の
収
入
が
周
知
で
あ
っ
た
し
、
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
が
予
想
可
能
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
八
月
二
三
日
付
の
原
告
の
本
件
解
約
告

知
の
意
思
表
示
か
ら
、
原
告
は
、
す
で
に
、
一
九
八
九
年
に
、
本
件
目
的
物
を
再
び
売
買
の
た
め
に
提
供
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背

景
の
も
と
で
、
原
告
は
、
総
じ
て
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
再
び
有
利
に
売
り
払
う
と
い
う
目
的
で
の
み
本
件
目
的
物
を
買
い
受
け
た
こ
と
が
、
当
然

で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
わ
ず
か
な
賃
料
と
高
い
金
額
の
負
担
に
か
ん
が
み
て
、
本
件
住
居
が
解
放
さ
れ
た
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る

こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
所
有
権
者
は
、
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
で
も
、
ま
さ
し
く
い
ま
し
が
た
取
得
し
た
と
こ
ろ
の
自
己
の
土
地
・
建

物
を
た
だ
ち
に
有
利
に
さ
ら
に
譲
渡
す
る
権
限
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
図
は
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
に
も
と
づ
く
解
約
告
知

を
、
次
の
場
合
、
正
当
化
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
所
有
権
の
取
得
時
に
、
す
で
に
、
当
該
目
的
物
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
損
失
の
み
を
も
た

ら
し
う
る
し
、
そ
の
理
由
か
ら
、
売
買
が
、
す
で
に
所
有
権
の
取
得
後
短
い
時
間
で
着
手
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
そ
う
で

な
か
っ
た
ら
、
賃
借
人
の
解
約
告
知
か
ら
の
保
護
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
取
得
者
が
、
当
該
土
地
・
建
物
を
も
っ
て
、
故
意
に
、
賃
借
人
の
退
去
に
よ
っ

て
の
み
回
避
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
損
失
状
態
に
自
己
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
空
洞
化
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
﹂︶

54
︵

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
賃
貸
人
が
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
当
該
住
居
の
所
有
権
を
取
得
し
、
当
該
住
居
が
、
所
有
権
の
取
得

時
に
、
賃
貸
借
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
損
失
の
み
を
も
た
ら
し
う
る
し
、
そ
の
理
由
か
ら
、
当
該
住
居
の
売
買
が
、
所
有
権
の
取
得
後
短
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一
一

い
時
間
で
着
手
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
場
合
、
賃
貸
人
が
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
当
該
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解

約
告
知
す
る
こ
と
は
、
権
利
の
濫
用
で
あ
る
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
区
裁
判
所
一
九
九
四
年
一
月
七
日
判
決
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

︻
10
︼
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
区
裁
判
所
一
九
九
四
年
一
月
七
日
判
︶
55
︵

決

　

﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
は
、
一
九
七
五
年
三
月
二
五
日
に
、
当
時
の
妻
と
一
緒
に
、
本
件
建
物
の
一
階
左
側
に
所
在
す
る
と
こ
ろ
の
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
本
件
住
居
を
賃
借
し
た
。
そ
の
間
に
、
被
告
ひ
と
り
が
賃
借
人
と
な
っ
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
所
有
権
を
、
一
九
八
九
年
に
、
投
資
の

目
的
物
と
し
て
取
得
し
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
取
得
に
か
か
る
売
買
価
格
、
お
よ
び
、
付
帯
費
用
を
、
一
一
万
三
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額

に
お
け
る
消
費
貸
借
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
融
資
し
た
が
、
当
該
消
費
貸
借
は
、
一
九
八
九
年
に
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
息
が
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
被
告
は
、
当
時
、
三
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
七
ペ
ニ
ヒ
と
い
う
暖
房
費
を
除
い
た
正
味
の
賃
料
を
支
払
っ
て
い
た
。
そ
の
間
に
、
当
該
消
費
貸

借
の
利
息
は
、
七
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
、
月
あ
た
り
の
利
息
は
、
七
二
九
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
七
九
ペ
ニ
ヒ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
原
告
ら
に

よ
っ
て
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
月
あ
た
り
二
三
七
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
八
九
ペ
ニ
ヒ
の
金
銭
が
つ
け
加
わ
り
、
そ
の
結
果
、
月
あ

た
り
の
負
担
は
、
九
六
七
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
六
八
ペ
ニ
ヒ
に
達
し
た
。
被
告
は
、
現
在
、
付
帯
費
用
を
も
含
め
て
、
五
八
七
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
三
七
ペ
ニ

ヒ
の
金
額
に
お
け
る
月
あ
た
り
の
賃
料
を
支
払
っ
て
い
た
。

　

原
告
ら
は
、
一
九
九
二
年
七
月
二
八
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
九
三
年
七
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

一
二

告
ら
の
主
張
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
本
件
住
居
の
相
当
な
経
済
的
利
用

に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
た
め
の
購
入
希
望
者
ら
を
有
し
た
。
し
か
し
、
当
該
購
入
希
望
者
ら
は
、
本
件
住
居
を
明

け
渡
さ
れ
た
状
態
に
お
い
て
の
み
取
得
し
た
か
っ
た
。
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
譲
渡
は
、
ほ
と
ん
ど
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
本
件
住
居
の

取
得
時
に
お
け
る
原
告
ら
の
支
出
に
対
し
て
、
原
告
ら
は
、
二
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
な
い
し
三
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
損
失
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
本
件
住
居
の
負
担
が
本
件
住
居
か
ら
の
収
益
を
凌
駕
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
住
居
を
よ
り
長
く
維
持
す
る
こ
と
は
、
原
告
ら
に
可

能
で
は
な
か
っ
た
し
、
特
に
、
一
九
九
四
年
に
、
さ
ら
な
る
著
し
い
利
息
の
上
昇
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
一
九
九
三
年
一
二
月
八
日
付
の

書
面
を
も
っ
て
、
原
告
ら
は
、
原
告
・
２
の
労
働
関
係
が
著
し
く
悪
化
し
た
、
と
申
し
立
て
た
。
繊
維
工
業
に
お
い
て
働
い
て
い
る
原
告
・
２
が
、

一
九
九
四
年
の
は
じ
め
に
失
業
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、
﹁
原
告
ら
は
、
本
件
賃
貸
目
的
物
の
返
還
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の

は
、
原
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
、
有
効
に
解
約
告
知
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
に
も
と
づ
く
解
約
告

知
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
、
す
で
に
、
当
該
賃
貸
目
的
物
の
取
得
時
に
、
存
在
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
予
測
可
能
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
状
況
を
引
き

合
い
に
出
す
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
は
、
権
利
の
濫
用
と
い
う
行
動
を
と
る
の
で
あ
る
﹂︶

56
︵

、
と
結
論
づ
け
た
。

　

原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
は
権
利
の
濫
用
と
い
う
理
由
か
ら
無
効
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
事
実
関
係
に
そ
く
し

て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

﹁
原
告
ら
の
申
立
て
に
よ
る
と
、
本
件
住
居
は
、
は
じ
め
か
ら
、
原
告
ら
に
損
失
を
も
た
ら
し
た
。
三
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
七
ペ
ニ
ヒ
と
い
う
暖



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
九
巻
　
　
第
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
一
七
年
　
二
月
）

一
三

房
費
を
除
い
た
正
味
の
賃
料
に
、
月
あ
た
り
四
七
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
八
三
ペ
ニ
ヒ
（
一
一
万
三
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
利
息
負
担

が
対
峙
し
、
そ
の
結
果
、
一
二
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
七
六
ペ
ニ
ヒ
の
差
額
が
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
金
銭
と
被
告
の
付
帯
費
用
の
支
払
い
と
の
差
額
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
原
告
ら

に
と
っ
て
、
は
じ
め
か
ら
、
原
告
ら
が
、
特
に
低
い
五
パ
ー
セ
ン
ト
い
う
率
を
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
利
息
の
合
意
の
経
過
後
に
、
利
息
の
増
額

を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
予
測
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
原
告
ら
は
、
法
律
上
可
能
な
賃
料
増
額
を
考

慮
し
て
も
、
収
益
と
負
担
と
の
間
の
開
き
が
、
将
来
、
さ
ら
に
開
く
こ
と
を
も
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
原
告
ら
が
、
・
・
・
・
た
と
え
、
本

件
賃
貸
目
的
物
か
ら
の
損
失
を
よ
り
長
期
間
受
け
止
め
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
原
告
ら
は
、
は
じ
め
か
ら
、
本
件
住
居
の
取
得
を
も
っ

て
、
本
件
に
お
い
て
、
す
で
に
、
原
告
ら
が
一
九
八
九
年
に
本
件
住
居
を
取
得
し
た
後
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
経
済
性
と
い
う
理
由
か
ら
す
で
に

一
九
九
一
年
四
月
一
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
は
じ
め
て
解
約
告
知
し
た
こ
と
か
ら
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
自
ら
に
引
き
受
け
た
の
で
あ

る
。
原
告
ら
の
誤
っ
た
見
積
も
り
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
原
告
ら
の
危
険
の
領
域
に
だ
け
属
す
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
原
告
ら
は
、
原
告
ら
の
申

立
て
に
よ
っ
て
も
不
可
能
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
本
件
住
居
の
譲
渡
の
場
合
、
経
済
的
な
不
利
益
を
甘
受
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
賃
借
人
が
、
自
己
の
生
活
の
中
心
点
と
社
会
的
な
環
境
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
ら
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
危
険
を
引
き
受
け
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
件
解
約
告
知
は
、
原
告
・
２
が
一
九
九
四
年
の
は
じ
め
に
失
業
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
そ
う
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
原
告
ら
は
、
当
該
事
情
を
繰
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
九
九
二
年

七
月
二
八
日
付
の
本
件
解
約
告
知
は
、
右
の
理
由
か
ら
無
効
で
あ
っ
た
し
、
事
後
に
生
じ
た
変
化
に
よ
っ
て
有
効
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

一
四

ら
で
あ
る
﹂︶

57
︵

。

　

第
三
に
確
認
し
た
い
裁
判
例
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
九
五
年
四
月
二
六
日
判
決
で
あ
る
。

　

︻
11
︼
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
九
五
年
四
月
二
六
日
判
︶
58
︵決

　

﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

本
判
決
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
か
ら
お
よ
そ
一
年
が
経
過
し
た
後
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
が
、
本
件
住
居
所
有
権
を
売
買
し
た
い

た
め
に
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
本
件
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
実
を
重
要
視
し
た
裁
判
例
で
あ

る
。
判
例
集
を
み
る
限
り
、
賃
貸
人
は
、
以
前
の
時
点
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
本
件
住
居
所
有
権
を
取
得
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

﹇
判
決
理
由
﹈

　

控
訴
審
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
権
利
の
濫
用
で
あ
り
、
本
件
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
は
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ

て
終
了
し
な
か
っ
た
、
と
結
論
づ
け
た
。

　

は
じ
め
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
解
約
告
知
の
形
式
的
な
有
効
性
の
要
件
、
賃
貸
人
の
著

し
い
不
利
益
と
い
う
要
件
、
お
よ
び
、
経
済
的
な
利
用
の
相
当
性
と
い
う
要
件
の
い
ず
れ
も
が
満
た
さ
れ
て
い
た
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
本
件
解
約
告
知
の
書
面
は
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
三
項
の
要
求
に
対
応
し
た
。



西
南
学
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大
学
法
学
論
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第
四
九
巻
　
　
第
二
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三
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（
二
〇
一
七
年
　
二
月
）

一
五

　

本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
は
、
原
告
が
、
本
件
住
居
所
有
権
を
売
買
す
る
と
い
う
意
図
を
有
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
本
件
住
居
に
は

三
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
、
本
件
住
居
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
、
お
よ
そ
五
五
万

ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
取
引
価
値
を
有
し
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
存
在
し
な
い
状
態
に
お
け
る
売
買
の
場
合
、
原
告
は
、
負
担
を
差
し
引
い

た
後
、
二
五
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
、
三
六
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と

三
九
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
間
の
金
額
の
申
出
だ
け
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
存
在
す
る
状
態
に
お
け
る
売

買
の
場
合
、
純
粋
な
収
益
は
、
単
に
、
お
よ
そ
八
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
可
能
な
限
り
高
い
収
益
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
原
告
は
、
お
よ
そ
二
五
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る
債
務
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、
原
告
の
存
在
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
叙
述
を
も
っ
て
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
の
事
実
上
の
要
件
は
、
本
質
的
に
説
明
さ
れ
た
。

　

B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
に
よ
る
と
、
賃
貸
人
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
当
該
土
地
・
建
物
の
相
当
な
経
済
的
利
用

に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
著
し
い
不
利
益
を
被
る
場
合
、
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
売
買
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お

け
る
経
済
的
な
利
用
に
属
す
る
。
同
じ
く
、
原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
五
五
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
か
ら
三
九
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
へ
の
売

買
価
格
の
低
下
、
す
な
わ
ち
、
一
六
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
、
あ
る
い
は
、
お
よ
そ
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
売
買
価
格
の
低
下
が
著
し
い
不
利
益
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
疑
わ
し
い
こ
と
で
は
あ
り
え
な
い
。
賃
貸
人
が
、
当
該
売
買
価
格
を
、
自
己
の
経
済
的
な
存
在
の
維
持
の

た
め
に
必
要
と
す
る
場
合
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
利
用
は
相
当
で
あ
る
﹂︶

59
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。

　

し
か
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
か
ら
お
よ
そ
一
年
が
経
過
し
た
後
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
が
、
本
件
住
居
所
有
権



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

一
六

を
売
買
し
た
い
た
め
に
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
本
件
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
実
を
重
要
視
し

て
、
﹁
経
済
的
な
困
難
が
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
す
で
に
存
在
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
賃
貸
人
が
、
契
約
締
結
時
に
、
当
該
状
況
が

ま
も
な
く
生
じ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
か
つ
、
賃
貸
人
が
、
当
該
契
約
の
締
結
時
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
該
契
約
関
係

が
単
に
短
期
間
の
存
続
と
な
る
こ
と
に
関
し
て
、
賃
借
人
に
情
報
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
、
当
該
解
約
告
知
は
権
利
の
濫
用
で
あ
る
﹂︶

60
︵

と
い
う
主

旨
の
理
由
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　

﹁
本
件
で
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
が
単
に
一
年
継
続
し
た
こ
と
が
注
意
を
引
く
。
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
は
、
一
九
九
三
年
八
月
二
七
日
付

で
締
結
さ
れ
、
一
九
九
四
年
八
月
一
日
付
で
解
約
告
知
さ
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
に
短
い
契
約
期
間
後
の
解
約
告
知
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
法
的
状
況
が

妥
当
す
る
。

　

当
該
解
約
告
知
は
、
そ
の
理
由
づ
け
の
た
め
に
申
し
立
て
ら
れ
た
状
況
が
、
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
す
で
に
存
在
し
た
場
合
、
あ
る

い
は
、
賃
貸
人
が
、
契
約
締
結
時
に
、
当
該
状
況
が
す
ぐ
に
生
じ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
無
効
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

場
合
、
賃
貸
人
は
、
確
か
に
、
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
賃
貸
人
は
、
先
の
見
通
し
と
し
て
は

当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
が
短
期
間
の
存
続
と
な
る
こ
と
に
関
し
て
、
賃
借
人
に
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
賃
貸
人
は
、
・
・
・
・
定
期
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
義
務
の
違
反
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
当
該
解
約
告
知
の

意
思
表
示
は
、
B
G
B
二
四
二
条
に
違
反
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
住
居
の
交
替
が
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
相
当
な
時
間
と
費
用
を
費
や
す
こ
と
、
な

ら
び
に
、
多
様
な
不
愉
快
さ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
慮
の
な
か
に
、
そ
の
理
由
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
賃
借
人
は
、
一
般

に
、
期
間
の
定
め
な
く
賃
借
し
た
住
居
を
比
較
的
長
い
期
間
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
信
頼
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
信
頼
は
保
護
に
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一
七

値
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
貸
人
が
、
契
約
締
結
時
に
、
当
該
解
約
告
知
理
由
の
存
在
に
関
し
て
賃
借
人
に
情
報
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
、
解
約

告
知
に
関
し
て
、
排
除
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。
被
告
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
関
係
を
申
し
立
て
た
。
区
裁
判
所
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
事

実
関
係
が
存
在
し
う
る
こ
と
を
考
慮
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
当
該
解
約
告
知
は
、
そ
の
理
由
づ
け
の
た
め
に
申
し
立
て
ら
れ
た
状
況
が
、
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
に
は
じ
め
て
生

じ
た
場
合
、
有
効
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
被
告
ら
の
見
解
に
反
し
て
、
経
済
的
な
困
難
が
、
不
手
際
な
、
あ
る
い
は
、
危
険
な
取
引
上
の
決

定
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
も
ま
た
、
重
要
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
が
、
契
約
終
了
の
必
然
性
を
誤
っ
た
計
画
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
状
況
は
、
当
該
解
約
告
知
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
件
の
事
実
状
況
に
お
い
て
、
原
告
は
、
自
己
の
経
済
的
な
諸
関
係
が
、
一
九
九
三
年
九
月
か
ら
一
九
九
四
年
八
月
に
お
け
る
本
件
解
約
告
知
の

意
思
表
示
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
今
や
本
件
住
居
の
売
買
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
劇
的
に
悪
化
し
た
こ
と
を
申
し
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
１
）
具
体
的
な
数
字
を
も
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
一
九
九
三
年
九
月

の
契
約
締
結
時
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
経
済
的
な
状
態
の
叙
述
、
（
２
）
一
九
九
四
年
八
月
に
お
け
る
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
の
時

点
で
の
経
済
的
な
状
態
の
叙
述
、
お
よ
び
、
（
３
）
い
つ
、
お
よ
び
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
、
財
産
関
係
の
悪
化
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
報
告
で
あ

る
。

　

原
告
の
第
一
審
の
叙
述
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
を
満
た
さ
な
か
っ
た
。

　

原
告
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
経
営
学
上
の
評
価
、
お
よ
び
、
預
金
残
高
の
通
知
を
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
証
拠
書
類
か
ら
、
原
告
が
、
す
で

に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
前
に
、
緊
張
し
た
経
済
的
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
付
の
状
態



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

一
八

に
関
す
る
経
営
学
上
の
評
価
は
、
単
に
お
よ
そ
二
八
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
月
あ
た
り
の
収
益
を
示
し
て
い
た
。
一
九
九
三
年
の
経
過
に
お
い

て
、
原
告
の
経
済
的
な
状
態
は
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日
付
の
経
営
学
上
の
評
価
は
、
月
あ
た
り
お
よ
そ
五
五
〇
ド
イ
ツ

マ
ル
ク
と
い
う
収
益
に
な
っ
て
い
た
。

　

原
告
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
補
足
的
に
、
自
己
の
住
居
、
生
計
費
の
支
払
い
、
お
よ
び
、
保
険
料
の
た
め
の
自
己
の
現
在
の
費
用
を
、
お
よ
そ

三
六
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
も
っ
て
申
し
立
て
た
。
さ
ら
に
、
月
あ
た
り
二
九
七
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
四
一
ペ
ニ
ヒ
と
い
う
年
金
の
負
担
、
な
ら
び

に
、
一
般
的
な
生
活
費
が
つ
け
加
わ
っ
た
。

　

全
部
で
、
原
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
お
い
て
、
月
あ
た
り
お
よ
そ
九
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
規
模
に
お
け
る
現
在
の

支
出
、
お
よ
び
、
月
あ
た
り
四
八
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
収
入
（
飲
食
店
か
ら
の
二
八
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
本
件
住
居
の
た
め
の
二
〇
〇
〇

ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
）
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
費
用
の
状
況
、
他
方
に
お
い
て
、
相
対
的
に
高
い
債

務
に
お
い
て
、
一
九
九
三
年
の
夏
に
お
い
て
、
す
で
に
、
原
告
が
、
す
ぐ
に
、
本
件
住
居
に
こ
も
っ
て
い
る
財
産
的
価
値
に
手
を
つ
け
る
よ
う
に

強
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
原
告
は
、
本
件
契
約
締
結
時
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

が
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
短
期
間
の
存
続
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
関
し
て
、
被
告
に
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
﹂︶

61
︵

。

　

三　

最
後
に
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
Ⅱ
の
四
に
お
い
て
こ
こ
ま
で
考

察
し
て
き
た
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
裁
判
例
︻
９
︼
や
裁
判
例
︻
11
︼
の
事
案
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
賃
貸
人
が
、
賃
借
人
が
居
住
し
て
い
た
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一
九

と
こ
ろ
の
住
居
所
有
権
を
売
買
し
た
い
た
め
に
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
当
該
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と

い
う
事
案
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
例
︻
９
︼
が
述
べ
た
よ
う
に
、
﹁
個
々
の
住
居
所
有
権
も
ま
た
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文

に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
『
土
地
・
建
物
』
と
い
う
概
念
に
含
ま
れ
る
﹂︶

62
︵

。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
五
日
判
決

︶
63
︵

は
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
ら
が
、
原
告
ら
の
本
件
住

居
所
有
権
を
賃
借
し
て
い
た
被
告
に
対
し
、
本
件
住
居
所
有
権
を
売
買
し
た
い
た
め
に
、
B
G
B
旧
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
に
も
と
づ
い
て
、
本
件

住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

﹁
土
地
・
建
物
の
売
買
も
ま
た
、
原
則
と
し
て
、
当
該
土
地
・
建
物
の
経
済
的
な
利
用
に
属
す
る
。
本
件
売
買
の
な
か
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
、

本
件
住
居
所
有
権
の
経
済
的
な
利
用
は
、
『
土
地
・
建
物
』
の
経
済
的
な
利
用
で
は
な
い
と
い
う
被
告
の
見
解
は
、
適
切
で
な
い
。
と
い
う
の
は
、

一
方
に
お
い
て
、
原
告
ら
が
本
件
で
譲
渡
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
所
有
権
の
構
成
要
素
は
、
本
件
住
居
所
有
権
が
所
在
す

る
本
件
建
物
が
建
築
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
敷
地
に
つ
い
て
の
共
有
持
分
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
B
G
B
五
六
四
b
条
二
項

三
号
に
つ
い
て
の
被
告
の
解
釈
を
基
礎
に
置
く
と
、
ひ
と
つ
の
建
物
に
お
い
て
複
数
の
住
居
所
有
権
が
異
な
る
所
有
権
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
は
、
個
々
の
住
居
所
有
権
に
対
し
て
、
お
よ
そ
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
の
適
用
可
能
性
は
、
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
三
文
︶
64
︵

の
例
外
規
定
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

賃
貸
空
間
の
譲
渡
、
す
な
わ
ち
、
必
ず
し
も
当
該
土
地
・
建
物
の
全
体
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
譲
渡
が
、
当
該
土
地
・
建
物
の
経
済
的
な
利
用
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
﹂︶

65
︵

。

　

右
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
①
住
居
所
有
権
の
構
成
要
素
と
し
て
、
当
該
住
居
所
有
権
が
所
在
す
る
当
該
建
物
が



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

二
〇

建
築
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
敷
地
に
つ
い
て
の
共
有
持
分
が
観
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
ひ
と
つ
の
建
物
に
お
い
て
複
数
の
住
居
所
有
権
が
異
な
る

所
有
権
者
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
B
G
B
旧
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
は
、
個
々
の
住
居
所
有
権
に
対
し
て
、
お
よ
そ
適

用
さ
れ
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
不
当
で
あ
る
こ
と
、
③
B
G
B
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
当
該
土
地
・
建
物
の
全
体
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
賃
貸

空
間
の
譲
渡
が
、
当
該
土
地
・
建
物
の
経
済
的
な
利
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
住
居
所
有
権
も
B
G
B
旧
五
六
四
ｂ
条

二
項
三
号
一
文
（
現
行
五
七
三
条
二
項
三
号
一
文
）
に
お
け
る
﹁
土
地
・
建
物
﹂
と
い
う
概
念
に
含
ま
れ
る
、
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型
に
お
い
て
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
関
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

　

２　

解
約
告
知
が
肯
定
さ
れ
た
裁
判
例

　

次
に
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
相
当
な
経
済
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
住
居
使
用
賃

貸
借
関
係
の
解
約
告
知
が
肯
定
さ
れ
た
裁
判
例
を
整
理
・
考
察
す
る
作
業
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

　

（
１
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例

　

ま
ず
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
住
居
使
用
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二
一

賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
を
肯
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
も
し
く
は
、
肯
定
し
た
と
こ
ろ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例

を
、
そ
の
判
決
・
決
定
年
月
日
の
順
に
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

一　

第
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
三
の
一
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
判
決

︶
66
︵

（
裁
判
例
︻
６
︼
）
を

改
め
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

裁
判
例
︻
６
︼
の
事
案
の
概
要
と
経
緯
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

異
議
申
立
人
（
Ｘ
会
社
）
は
、
複
数
の
土
地
の
所
有
権
者
で
あ
っ
た
が
、
本
件
土
地
上
に
は
、
異
議
申
立
人
が
建
築
し
た
と
こ
ろ
の
、
ひ
と
つ
の

発
電
所
、
お
よ
び
、
一
群
の
四
つ
の
列
状
住
宅
が
所
在
し
た
。
異
議
申
立
人
は
、
被
告
ら
に
対
し
、
中
央
の
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
本
件
建
物
を
、

一
九
八
一
年
か
ら
賃
貸
し
て
い
た
。

　

異
議
申
立
人
は
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
が
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
本
件
解
約
告
知
を
理
由
づ
け
た
。

　

第
一
に
、
異
議
申
立
人
は
、
発
電
所
に
つ
い
て
の
一
九
八
五
年
の
大
規
模
な
修
復
措
置
に
融
資
す
る
た
め
に
、
高
額
の
銀
行
信
用
を
受
け
入
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
異
議
申
立
人
は
、
当
該
消
費
貸
借
の
償
却
に
よ
っ
て
、
利
息
負
担
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と

は
、
本
件
建
物
の
売
買
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
異
議
申
立
人
は
、
一
九
八
四
年
に
、
中
央
の
他
の
建
物
を
五
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
売

買
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
建
物
の
売
買
に
お
い
て
も
、
し
か
し
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
の
み
、
五
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
が
得
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
五
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
収
益
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
は
、
毎
年
の
利
息
の
支
払
い
を
、
お
よ
そ
四
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
だ

け
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的
に
、
毎
年
三
万
一
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
節
約
に
至
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
建
物
が
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状



住
居
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賃
貸
借
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経
済
的
利
用
の
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（
三
）

二
二

態
の
ま
ま
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
売
買
に
お
い
て
、
二
五
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
み
が
獲
得
さ
れ
う
る
。

　

第
二
に
、
発
電
所
に
つ
い
て
の
一
九
八
五
年
の
大
規
模
な
修
復
措
置
の
実
行
の
た
め
に
、
本
件
土
地
に
は
新
た
に
土
地
債
務
が
設
定
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
月
あ
た
り
の
返
済
額
は
、
二
四
七
五
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
あ
り
、
被
告
ら
の
賃
料
支
払
い
額
を
ほ
と
ん
ど
二
倍
だ
け
上
ま
わ
っ
て
い
た
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
土
地
債
務
の
月
あ
た
り
の
返
済
額

が
賃
料
収
入
を
上
ま
わ
っ
た
の
は
、
発
電
所
に
つ
い
て
の
修
復
措
置
の
実
行
時
点
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
土
地
・
建
物
が
も
は
や
相
当

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
異
議
申
立
人
自
身
が
、
こ
の
こ
と
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
異
議
申
立
人
は
、
経
済
的

な
崩
壊
の
前
に
立
っ
て
い
る
、
と
は
主
張
し
な
か
っ
た
し
、
異
議
申
立
人
の
膨
大
な
土
地
資
産
に
か
ん
が
み
て
、
毎
年
三
万
一
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク

と
い
う
よ
り
少
な
い
負
担
は
、
特
に
重
大
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
著
し
い
不
利
益
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

　

賃
貸
人
で
あ
っ
た
異
議
申
立
人
は
憲
法
訴
願
を
申
し
立
て
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
右
の
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一

文
に
も
と
づ
く
異
議
申
立
人
の
基
本
権
を
侵
害
し
た
、
と
結
論
づ
け
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
本
判
決
の
事
案
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
一
般
論
は
、
次
の
二
つ
の
論

述
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
﹁
所
有
権
者
が
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
賃
借
人
の
利
益
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
事
実
は
、
確
か
に
、
す
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
な
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
に
も
明
渡
し
に
対
す
る
請
求
権
を
所
有
権
者
に
認
め
な
い
こ
と

を
正
当
化
す
る
。
し
か
し
、
当
該
損
失
は
、
当
該
住
居
を
喪
失
し
た
場
合
賃
借
人
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
不
利
益
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
範
囲
を
受
け
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三

入
れ
て
は
な
ら
な
い
﹂︶
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、
と
い
う
論
述
で
あ
り
、
第
二
に
、
﹁
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
一
文
の
適
用
領
域
は
、
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
存
在
の

喪
失
が
差
し
迫
っ
て
い
る
事
案
に
限
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
個
人
の
投
資
、
特
に
、
事
業
者
の
投
資
は
、
そ
の
投
資
が
採
算
の
と
れ
な
い
も
の
と

証
明
さ
れ
る
と
い
う
危
険
を
常
に
孕
ん
で
い
る
。
所
有
権
者
に
は
、
自
己
の
全
財
産
に
介
入
す
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
損
失
を
他
の
財
産
に
手
を

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て
も
、
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
的
な
破
滅
の
限
界
ま
で
当
該
使

用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
所
有
権
者
の
経
済
的
な
存
在
を
な
お
重
大
に
疑
問
視
し
な
い
と

こ
ろ
の
財
産
上
の
損
失
も
ま
た
、
解
約
告
知
の
要
件
の
適
用
に
お
い
て
、
憲
法
上
、
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
﹂︶
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、
と
い
う
論
述
で

あ
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
も
と
よ
り
、
所
有
権
者
に
生
じ
る
経
済
的
な
不
利
益
は
、
当
該
住
居
を
喪
失
し
た
場
合
賃
借
人
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
不
利
益
を
は
る

か
に
凌
駕
す
る
範
囲
を
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
経
済
的
な
破
滅
の
限
界
ま
で
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
賃
貸
人
に
要
求
さ

れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
程
度
に
は
至
ら
な
い
と
し
て
も
、
所
有
権
者
の
経
済
的
な
存
在
を
な
お
重
大

に
疑
問
視
し
な
い
と
こ
ろ
の
財
産
上
の
損
失
も
ま
た
、
憲
法
上
、
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
判
決
の
事
案
に
対
す
る
最
終
的
な
判
断
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で

あ
る
。

　

﹁
地
方
裁
判
所
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
月
あ
た
り
の
消
費
貸
借
の
返
済
額
が
賃
料
収
入
を
ほ
と
ん
ど
二
倍
だ
け
上
ま
わ
っ
て
い
た
し
、
五
〇
万
ド
イ
ツ

マ
ル
ク
で
売
買
す
る
場
合
、
経
済
的
な
経
営
の
成
果
は
、
毎
年
三
万
一
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
だ
け
改
善
さ
れ
う
る
と
い
う
異
議
申
立
人
の
主
張
だ
け
を

取
り
扱
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
明
ら
か
に
判
決
に
と
っ
て
重
大
で
は
な
い
も
の
と
し
て
・
・
・
・
異
議
申
立
人
が
実
際
二
五
万
ド
イ
ツ



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

二
四

マ
ル
ク
と
い
う
よ
り
少
な
い
売
買
収
益
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
審
理
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
地
方

裁
判
所
は
、
所
有
権
の
保
障
の
意
義
と
射
程
範
囲
を
原
則
と
し
て
見
誤
っ
た
。
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
訴
え
の
申
立
て
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
獲
得
し
う
る
収
益
と
価
格
の
予
想
と
の
間
の
開
き
は
、
異
議
申
立
人
の
主
張
に
よ
る
と
、
非
常
に
大
き
く
、
そ
の
結
果
、
異
議
申
立
人
に

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
売
買
は
、
経
済
的
に
意
味
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
解
約
告
知
か
ら
の
保
護
が
事
実
上
の
売
買
の
妨
げ
で
あ
る
こ
と
が

明
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
﹂︶
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。

　

二　

第
二
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
一
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
一
年
九
月
二
〇
日
決
定

︶
70
︵

（
裁
判
例

︻
３
︼
）
を
改
め
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

裁
判
例
︻
３
︼
の
事
案
の
概
要
と
経
緯
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

賃
貸
人
で
あ
っ
た
異
議
申
立
人
は
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
被
告
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
使
用
賃
貸
借
関
係
を

解
約
告
知
し
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
が
、
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
鑑
定
書
を
重
要
視
し
た
。
す
な
わ
ち
、
異
議
申
立
人
は
、

一
四
万
三
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
超
え
る
支
出
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
の
所
有
権
を
取
得
し
た
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
本
件
住
居
の

売
買
の
場
合
、
お
よ
そ
一
三
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
収
益
を
達
成
で
き
る
の
に
対
し
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
本
件
住
居
の
理
論
的

な
よ
り
低
い
価
格
は
、
お
よ
そ
九
万
二
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
す
な
わ
ち
、
著
し
い
不
利
益
は
、
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二
五

賃
貸
人
が
、
自
己
の
個
人
的
ま
た
は
経
済
的
な
諸
関
係
に
も
と
づ
い
て
、
当
該
住
居
を
売
買
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
当
該
住

居
が
、
賃
貸
人
に
要
求
で
き
な
い
ほ
ど
低
い
収
益
の
み
を
も
た
ら
す
場
合
、
は
じ
め
て
存
在
す
る
。
賃
貸
人
は
、
本
件
住
居
の
売
買
を
必
要
と
思
わ

せ
た
と
こ
ろ
の
債
務
を
説
明
（
主
張
）
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
賃
貸
に
も
と
づ
く
収
入
を
本
件
住
居
の
利
息
負
担
と
対
比
す
る
こ
と
か
ら
算
出
し
た

と
こ
ろ
の
、
月
あ
た
り
お
よ
そ
百
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
損
失
が
あ
る
と
い
う
異
議
申
立
人
の
申
立
て
は
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
よ
う
な
損

失
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

賃
貸
人
で
あ
っ
た
異
議
申
立
人
は
憲
法
訴
願
を
申
し
立
て
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
右
の
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一

文
に
違
反
す
る
、
と
判
断
し
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
本
決
定
の
事
案
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
論
述
は
、
次
の
論
述
で
あ
っ

た
。

　

﹁
地
方
裁
判
所
は
、
明
ら
か
に
判
決
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
も
の
と
し
て
、
本
件
住
居
は
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
『
実
際
に
』
売
れ

な
か
っ
た
と
い
う
主
張
を
審
理
し
な
か
っ
た
。
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
裏
づ
け
る
鑑
定
書
と
根
本
的
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
。
当
該

鑑
定
書
に
よ
る
と
、
本
件
住
居
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
、
お
よ
そ
一
三
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
で
売
買
さ
れ
う
る
。
賃
貸

さ
れ
て
い
た
場
合
、
本
件
住
居
は
、
お
よ
そ
九
万
二
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
理
論
的
な
よ
り
低
い
価
格
を
有
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
、
大
き

な
経
済
的
不
利
益
の
た
め
に
、
自
己
使
用
者
ま
た
は
投
資
家
に
、
評
価
価
格
に
お
い
て
、
た
い
て
い
売
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
申
立
て
と
根
本
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
当
該
申
立
て
に
よ
る
と
、
賃
貸
さ
れ

て
い
た
状
態
に
お
い
て
達
成
で
き
る
収
益
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
達
成
で
き
る
売
買
価
格
を
、
全
く
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
た



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

二
六

の
み
な
ら
ず
、
本
質
的
に
、
異
議
申
立
人
に
よ
っ
て
本
件
住
居
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
費
用
を
も
下
ま
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か

ら
、
本
件
売
買
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
異
議
申
立
人
に
と
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
経
済
的
に
意
味
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
と
も
に
、
解
約
告
知
か
ら
の
保
護
が
事
実
上
の
売
買
の
障
害
に
な
っ
た
か
ど
う
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
、
審
理
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
﹂︶

71
︵

。

　

右
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
決
定
の
事
案
に
お
い
て
、
九
万
二
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
達
成
で

き
る
収
益
が
、
一
三
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
達
成
で
き
る
売
買
価
格
を
、
全
く
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
て

い
た
の
み
な
ら
ず
、
本
質
的
に
、
異
議
申
立
人
に
よ
っ
て
本
件
住
居
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
四
万
三
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
費
用

を
も
下
ま
わ
っ
て
い
た
点
を
重
要
視
し
た
の
で
あ
る
。

　

三　

第
三
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
二
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
二
年
四
月
一
五
日
決
定
︶
72
︵

（
裁
判
例

︻
４
︼
）
を
改
め
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

裁
判
例
︻
４
︼
の
事
案
の
概
要
と
経
緯
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

異
議
申
立
人
は
、
一
九
八
六
年
に
、
す
で
に
被
告
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
所
有
権
を
取
得
し
た
。
購
入
価
格
は
、
一
五
万
ド

イ
ツ
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
が
、
異
議
申
立
人
は
、
当
該
購
入
価
格
の
融
資
の
た
め
に
、
一
四
万
四
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
消
費
貸
借
を
受
け
入
れ
た
。
異

議
申
立
人
は
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
異
議
申
立
人
の
主
張
は
、
次
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
異
議
申
立
人
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
、
最
大
限
、
一
五
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
な
い
し
一
五
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
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二
七

で
譲
渡
で
き
た
の
に
対
し
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
本
件
住
居
の
売
買
の
場
合
、
二
四
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
収
益
を
獲
得
で
き
た
。

異
議
申
立
人
は
、
特
に
、
一
九
八
九
年
に
、
共
同
社
員
の
持
分
の
購
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
こ
ろ
の
債
務
を
返
還
で
き
る
た
め
に
、
よ
り
多
い
収
益

に
緊
急
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
住
居
の
購
入
の
た
め
に
受
け
入
れ
た
消
費
貸
借
の
た
め
の
利
率
は
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
日

以
来
、
年
あ
た
り
、
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
お
よ
そ
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
、
異
議
申
立
人
は
、
も
は
や
本
件
住
居
の
費
用
を
弁
済
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
。

　

控
訴
審
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
本
件
住
居
の
売
買
の
場
合
に
獲
得
で
き
る
と
こ
ろ
の
、
よ
り
多
い
収

益
に
緊
急
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
自
己
の
申
立
て
を
補
強
し
た
が
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ

い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
す
な
わ
ち
、
著
し
い
不
利
益
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
本
件
住
居
の
譲
渡
の
場
合
に
お

い
て
、
よ
り
高
い
収
益
が
獲
得
さ
れ
う
る
こ
と
か
ら
は
出
て
こ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
不
利
益
を
B
G
B
旧
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
の
意
味
に
お
け

る
著
し
い
不
利
益
に
し
た
と
こ
ろ
の
さ
ら
な
る
状
況
が
、
つ
け
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
、
当
該
住
居
の
取
得
時
点
と
当
該
解
約

告
知
の
意
思
表
示
の
時
点
に
お
け
る
賃
貸
人
の
財
産
状
態
の
比
較
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
貸
人
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い

て
取
得
し
た
当
該
住
居
を
、
取
得
価
格
と
同
じ
価
格
で
、
あ
る
い
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
取
得
価
格
よ
り
も
よ
り
高
い
価
格
で
譲
渡
で
き
る
場

合
、
著
し
い
不
利
益
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
本
件
は
、
そ
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。
異
議
申
立
人
は
、
本
件
住
居
の
所
有
権
を
、
賃
貸
さ
れ

て
い
た
状
態
に
お
い
て
、
一
五
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
取
得
し
、
本
件
解
約
告
知
の
時
点
に
お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
存
続
す
る
場
合
、

一
五
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
本
件
住
居
を
譲
渡
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
は
、
本
件
住
居
の
相
当
な
経
済
的
利

用
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
ず
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
継
続
す
る
場
合
、
異
議
申
立
人
が
著
し
い
不
利
益
を
被
る
こ
と
も
認
識
で
き
な
か
っ
た
。



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

二
八

　

賃
貸
人
で
あ
っ
た
異
議
申
立
人
は
憲
法
訴
願
を
申
し
立
て
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
右
の
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
法
律
上
の
審
問
を
認
め

る
こ
と
に
対
す
る
異
議
申
立
人
の
基
本
権
を
侵
害
し
た
、
具
体
的
に
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
本
件
住
居
の
売
買
の
場
合
に
異
議
申
立

人
に
生
じ
る
不
利
益
の
著
し
さ
を
基
礎
づ
け
た
と
こ
ろ
の
異
議
申
立
人
の
本
質
的
な
申
立
て
を
考
慮
し
な
か
っ
た
、
と
判
断
し
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
本
決
定
の
事
案
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
論
述
は
、
次
の
論
述
で
あ
っ

た
。

　

﹁
異
議
申
立
人
は
、
存
在
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
と
も
な
う
本
件
住
居
の
譲
渡
の
場
合
、
著
し
い
不
利
益
が
異
議
申
立
人
に
生
じ
る
と
い

う
自
己
の
主
張
の
根
拠
を
、
異
議
申
立
人
が
本
件
目
的
物
を
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
売
買
し
た
場
合
、
異
議
申
立
人
が
お
よ
そ
九
万
ド
イ
ツ
マ

ル
ク
だ
け
よ
り
高
い
収
益
を
獲
得
で
き
る
こ
と
に
求
め
た
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
異
議
申
立
人
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
で
の
本
件
住
居
の
譲
渡

の
場
合
に
お
け
る
不
利
益
の
著
し
さ
の
基
礎
づ
け
の
た
め
に
、
控
訴
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
、
特
に
、
異
議
申
立
人
が
、
存
在
す
る
本
件
使
用
賃
貸

借
関
係
な
し
で
本
件
住
居
を
売
買
す
る
場
合
に
獲
得
で
き
る
と
こ
ろ
の
よ
り
多
い
収
益
を
受
け
取
ら
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
さ
ら
な
る
経
済
的
な

不
利
益
が
異
議
申
立
人
に
生
じ
る
の
か
と
い
う
点
を
も
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。
異
議
申
立
人
は
、
こ
の
関
連
に
お
い
て
、
獲
得
で
き
る
よ
り
多
い

収
益
を
獲
得
し
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
よ
り
多
い
負
担
が
、
よ
り
高
い
利
息
の
支
払
い
に
も
と
づ
い
て
異
議
申
立
人
に
生
じ
る
の
か
と
い
う
点
を

説
明
し
た
。
・
・
・
・
当
該
申
立
て
は
、
異
議
申
立
人
の
た
め
に
、
判
決
に
と
っ
て
重
大
で
あ
り
え
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
当
該
申
立
て
は
、
考
慮

さ
れ
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

異
議
申
立
人
が
よ
り
高
い
収
益
に
緊
急
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
控
訴
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
、
幅
広
い
領
域

を
占
め
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
異
議
申
立
人
が
、
存
在
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
と
も
な
う
本
件
住
居
の
売
買
の
場
合
に
お
い
て
、
主
張
さ
れ
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二
九

た
と
こ
ろ
の
不
利
益
の
著
し
さ
の
根
拠
を
決
定
的
に
そ
の
こ
と
に
求
め
た
か
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
っ
た
﹂︶

73
︵

。

　

右
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
決
定
の
事
案
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
取
得
し
た
本
件
住
居

を
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
存
続
す
る
状
態
に
お
い
て
も
、
取
得
価
格
よ
り
も
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
だ
け
よ
り
高
い
価
格
で
再
び
譲
渡
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
異
議
申
立
人
は
、
自
己
の
債
務
の
弁
済
や
利
息
の
上
昇
に
対
応
す
る
た
め
に
、
本
件
住
居
を
賃
貸
さ

れ
て
い
な
い
状
態
で
売
買
し
た
場
合
に
獲
得
で
き
る
と
こ
ろ
の
よ
り
高
い
収
益
（
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
取
得
で
き
る
価
格
よ
り
も
お
よ

そ
九
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
だ
け
よ
り
高
い
収
益
）
に
緊
急
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
重
要
視
し
た
の
で
あ
る
。

　

四　

第
四
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
二
日
決
定
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

︻
12
︼
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
二
日
決
︶
74
︵

定

　

﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

か
つ
て
職
業
と
し
て
土
地
・
建
物
の
売
買
に
よ
っ
て
収
入
を
あ
げ
て
い
た
と
こ
ろ
の
異
議
申
立
人
は
、
一
九
八
九
年
に
、
本
件
土
地
・
建
物
の
所

有
権
を
、
二
六
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
取
得
し
た
。
本
件
土
地
・
建
物
は
、
す
で
に
当
時
、
被
告
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
。
暖
房
費
を
除
い
た
月
あ
た
り

の
賃
料
は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
、
二
五
五
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
六
九
ペ
ニ
ヒ
（
一
三
〇
五
ユ
ー
ロ
一
七
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
一
九
九
七
年
以

来
、
異
議
申
立
人
は
、
本
件
土
地
・
建
物
を
譲
渡
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
し
か
し
、
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
た
め

に
、
買
主
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
異
議
申
立
人
は
、
一
九
九
九
年
に
、
本
件
土
地
・
建
物
の
取
引
価
格
に
関
す
る
鑑
定
書
を
作
成
せ
し
め
た
。
当
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三
〇

該
鑑
定
書
に
よ
る
と
、
本
件
土
地
・
建
物
は
、
一
九
九
九
年
八
月
一
六
日
付
で
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
、
一
八
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
取

引
価
格
を
有
し
た
が
、
し
か
し
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
は
、
八
九
万
七
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
取
引
価
格
を
有
し
、
本
件
土
地
の
価
格

は
五
三
万
一
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
異
議
申
立
人
は
、
本
件
土
地
・
建
物
に
関
し
て
、
八
九
万
七
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
取
引
価
格
を
引
き
合

い
に
出
し
て
、
一
九
九
九
年
に
二
・
〇
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
正
味
の
利
回
り
を
、
二
〇
〇
〇
年
に
二
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
正
味
の
利
回
り
を
算
出
し

た
。

　

異
議
申
立
人
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
三
日
に
、
被
告
に
対
し
て
、
B
G
B
旧
五
六
四
ｂ
条
一
項
、
二
項
三
号
に
も
と
づ
い
て
、
二
〇
〇
一
年
一
月

三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
そ
の
理
由
づ
け
に
関
し
て
、
異
議
申
立
人
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、

異
議
申
立
人
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
本
件
土
地
・
建
物
の
相
当
な
経
済
的
利
用
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

著
し
い
不
利
益
を
被
る
。
賃
料
増
額
請
求
は
成
果
の
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
土
地
・
建
物
の
た
め
の
年
あ
た
り
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
相
当
な
利
回
り
は
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
本
件
土
地
・
建
物
を
譲
渡
す
る
以
外
の
選
択
は
、
異
議

申
立
人
に
残
ら
な
か
っ
た
。
本
件
明
渡
し
の
訴
え
の
理
由
づ
け
に
関
し
て
、
異
議
申
立
人
は
、
特
に
、
相
当
な
利
回
り
は
、
少
な
く
と
も
、
年
あ
た

り
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
し
た
が
っ
て
、
三
万
六
三
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
二
八
ペ
ニ
ヒ
の
代
わ
り
に
、
年
あ
た
り
四
万
四
千
八
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料

が
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
申
し
立
て
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
売
買
と

賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
売
買
と
の
間
の
大
き
な
差
額
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
だ
け
で
、
異
議
申
立
人
に
不
相
当
な
経
済
的
不
利
益
が

生
じ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
こ
と
は
な
い
。
異
議
申
立
人
は
、
か
つ
て
、
本
件
目
的
物
を
い
か
な
る
価
格
で
取
得
し
た
の
か
と
い
う
点
を
証
明
し
な
か
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三
一

っ
た
。
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
も
ま
た
、
侵
害
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
所
有
権
の
保
障
は
、
最
大
限
に
可
能
な
経
済
的
利
用
を
賃
貸
人
に
保
障

す
る
ほ
ど
広
く
及
ぶ
こ
と
は
な
い
。
異
議
申
立
人
は
、
本
件
目
的
物
を
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
、
お
よ
び
、
賃
借
人
の
存
在
を
認
識
し
て
取
得
し

た
。
本
件
の
利
用
が
相
当
で
な
い
こ
と
の
根
拠
は
、
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
第
一
審
判
決
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。
一
三
年
前
の
本
件
土
地
・
建
物
の
取
得
価
格
が
通
知
さ
れ
た
後

も
、
も
っ
ぱ
ら
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
収
益
と
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
収
益
と
の
間
の
大
き
な
差
額
だ
け
で
は
、
相
当
な

経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
は
正
当
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
異
議
申
立
人
は
、
憲
法
訴
願
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

﹇
決
定
理
由
﹈

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
右
の
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
に
も
と
づ
く
異
議
申
立
人
の
基
本
権
を
侵
害
し
た
、
と
結
論
づ

け
、
当
該
判
決
を
破
棄
し
、
差
し
戻
し
た
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
右
の
地
方
裁
判
所
の
判
決
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
収
益
と
賃
貸

さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
収
益
と
の
間
に
大
き
な
差
額
が
あ
っ
た
点
の
み
な
ら
ず
、
一
八
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に

お
け
る
本
件
土
地
・
建
物
の
取
引
価
値
に
対
し
て
、
本
件
土
地
・
建
物
の
購
入
価
格
が
当
時
二
六
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て

も
、
当
該
差
額
も
ま
た
本
件
解
約
告
知
を
正
当
化
す
る
の
に
適
当
で
は
な
か
っ
た
、
と
判
断
し
た
点
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
基
本
法
一
四
条
一

項
一
文
の
意
義
を
正
当
に
評
価
し
な
か
っ
た
、
と
論
じ
た
。
本
決
定
理
由
の
要
点
は
、
こ
の
点
に
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ

っ
た
。
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三
二

　

﹁
地
方
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
二
年
六
月
二
八
日
付
の
判
決
の
基
礎
に
、
取
引
価
格
に
つ
い
て
の
鑑
定
書
に
お
い
て
算
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
金
額
を

置
き
、
『
鑑
定
人
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
八
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
取
引
価
格
に
対
す
る
二
六
万

ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
当
時
の
購
入
価
格
と
の
差
額
も
ま
た
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
を
正
当
化
す
る
の
に
適
当
で

は
な
か
っ
た
』
、
と
述
べ
た
。
こ
れ
以
上
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
地
方
裁
判
所
の
こ
の
よ
う
な
確
認
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項

一
文
の
意
義
を
正
当
に
評
価
し
な
か
っ
た
﹂︶

75
︵

。

　

そ
の
う
え
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
を
も
踏
ま
え
て
、
右
の
本
決
定
理
由
の
要
点
を
、
次
の
よ
う
に

敷
衍
し
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

﹁
所
有
権
者
が
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
賃
借
人
の
利
益
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
は
、
確
か

に
、
す
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
な
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
に
も
明
渡
し
に
対
す
る
請
求
権
を
所
有
権
者
に
認
め
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
。
し
か

し
、
当
該
損
失
は
、
当
該
住
居
を
喪
失
し
た
場
合
賃
借
人
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
不
利
益
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
範
囲
を
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い︶

76
︵

。

特
に
、
裁
判
所
は
、
法
の
適
用
に
お
い
て
、
基
本
法
一
四
条
一
項
二
文
の
枠
組
み
に
お
い
て
所
有
権
を
内
容
上
形
成
す
る
場
合
、
立
法
者
に
も
禁
じ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
や
り
方
で
所
有
権
に
対
す
る
制
限
を
強
め
て
は
な
ら
な
い
。
基
本
法
は
、
裁
判
所
に
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
住
居
の
所
有
権
者

は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
住
居
の
社
会
的
な
機
能
の
た
め
に
、
強
め
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
、
処
分
権
能
の
制
限
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
考
慮
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。
他
方
に
お
い
て
、
私
的
な
有
益
性
お
よ
び
処
分
権
能
が
、
所
有
権
の
核
心
と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
所
有
権
を
譲
渡
す
る
と
い
う
自
由
も
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
属
す
る
。
所
有
権
を
譲
渡
す
る
と
い
う
自
由
は
、
譲
渡
を
明
確
に
困
難
に
し
、
あ

る
い
は
、
（
部
分
的
に
）
禁
止
す
る
と
こ
ろ
の
規
定
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
の
み
で
は
な
い
。
解
約
告
知
か
ら
の
保
護
に
つ
い
て
の
規
定
も
ま
た
、
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三
三

そ
の
適
用
が
売
買
を
経
済
的
に
意
味
の
な
い
も
の
と
思
わ
せ
る
場
合
、
所
有
権
の
実
質
に
介
入
し
う
る
の
で
あ
る︶

77
︵

。
そ
れ
に
応
じ
て
、
賃
貸
さ
れ
て

い
た
状
態
に
お
い
て
達
成
で
き
る
収
益
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
達
成
で
き
る
売
買
価
格
を
全
く
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
た
の
み

な
ら
ず
、
本
質
的
に
、
当
該
住
居
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
費
用
を
も
下
ま
わ
っ
て
い
た
場
合
、
当
該
売
買
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
経
済
的
に
意

味
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
、
解
約
告
知
か
ら
の
保
護
が
事
実
上
の
売
買
の
障
害
に
な
っ

た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
憲
法
上
、
常
に
、
個
々
の
事
案
の
す
べ
て
の
状
況
に
も
と
づ
く
審
理
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る︶

78
︵

。
B
G
B
旧

五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
の
規
定
に
本
質
的
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
、
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
の
規
定
は
、
そ
の
未
決
定
の
要
件
を
も
っ
て
、

個
々
の
事
案
の
基
準
と
な
る
す
べ
て
の
状
況
を
そ
の
よ
う
に
審
理
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
と
は
か
り
比
べ
る
と
、
地
方
裁
判
所
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
全
く
取
る
に
足
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
購
入
価
格
と

算
出
さ
れ
た
取
引
価
格
と
の
差
額
が
、
経
済
的
な
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
を
正
当
化
し
な
か
っ
た
と
い
う
単
な
る
確
認
を
も
っ
て
満

足
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
地
方
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
関
し
て
、
支
え
る
力
の
あ
る
理
由
づ
け
を
与
え
な
か
っ
た
し
、
被
告
と
異
議
申
立

人
の
対
立
す
る
諸
々
の
利
益
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
も
に
比
較
衡
量
し
な
か
っ
た
。
す
で
に
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て

算
出
さ
れ
た
取
引
価
格
と
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
算
出
さ
れ
た
取
引
価
格
と
の
比
較
、
し
か
し
、
特
に
、
控
訴
手
続
き
に
お
い
て
は
じ

め
て
知
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
購
入
価
格
と
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
取
引
価
格
と
の
間
の
差
額
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
本
件
解
約
告
知
が
無
効
で
あ
る
た
め
の
詳
細
な
理
由
づ
け
を
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
の
程
度
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る︶

79
︵

。

　

・
・
・
・
す
で
に
、
購
入
価
格
と
取
引
価
格
と
の
間
の
き
わ
め
て
大
き
な
差
額
は
、
地
方
裁
判
所
が
基
本
権
と
し
て
保
護
さ
れ
た
所
有
権
者
の
利

益
と
詳
細
に
取
り
組
む
こ
と
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
﹂︶

80
︵

。



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
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利
用
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妨
げ
（
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三
四

　

五　

第
五
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
一
月
一
六
日
判
決
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

︻
13
︼
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
一
月
一
六
日
判
︶
81
︵
決

　

﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

本
判
決
の
事
案
は
や
や
特
殊
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
消
費
貸
借
に
も
と
づ
く
債
権
者
で
あ
っ
た
原
告

（
銀
行
）
は
、
債
務
者
で
あ
っ
た
有
限
会
社
の
共
同
出
資
者
か
つ
業
務
執
行
者
で
あ
り
、
当
該
消
費
貸
借
の
債
務
に
つ
い
て
保
証
し
て
い
た
と
こ
ろ

の
被
告
・
２
が
所
有
し
て
い
た
本
件
土
地
・
建
物
（
一
家
族
用
住
宅
）
の
所
有
権
を
強
制
競
売
に
も
と
づ
い
て
取
得
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
、

本
件
土
地
・
建
物
に
つ
い
て
、
被
告
・
２
と
被
告
・
１
（
被
告
ら
は
夫
婦
）
と
の
間
で
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
原
告

は
新
た
な
賃
貸
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
賃
貸
人
と
な
っ
た
原
告
が
、
本
件
土
地
・
建
物
を
売
買
し
た
い
た
め
に
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を

理
由
と
し
て
、
本
件
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。

　

よ
り
詳
し
い
事
案
の
概
要
と
経
緯
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
本
件
土
地
・
建
物
の
明
渡
し
と
返
還
を
請
求
し
た
。
原
告
は
、
被

告
・
２
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
強
制
競
売
手
続
き
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
本
件
土
地
・
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
。
被
告
ら
は
、
こ
れ
に

対
し
て
、
被
告
・
１
と
被
告
・
２
と
の
間
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
く
占
有
権
を
引
き
合
い
に
出
し
た
。

　

原
告
は
、
Ｅ
有
限
会
社
へ
の
消
費
貸
借
の
貸
主
で
あ
っ
た
が
、
Ｅ
有
限
会
社
の
共
同
出
資
者
か
つ
業
務
執
行
者
は
、
被
告
・
２
で
あ
っ
た
。
被



西
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三
五

告
・
２
は
、
当
該
消
費
貸
借
に
も
と
づ
く
債
務
に
つ
い
て
保
証
し
、
当
該
消
費
貸
借
の
保
証
の
た
め
に
、
す
で
に
他
の
銀
行
の
た
め
に
優
先
す
る
土

地
債
務
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
自
己
の
本
件
土
地
・
建
物
に
、
原
告
の
た
め
に
担
保
の
た
め
の
土
地
債
務
を
設
定
・
登
記
し
た
。
一
九
九
九

年
に
、
被
告
・
２
は
、
Ｅ
有
限
会
社
と
同
じ
く
、
財
政
的
な
困
難
に
陥
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
一
日
に
、
Ｅ
有
限
会
社
の
財
産
に
関
し
て
破

産
手
続
き
が
開
始
さ
れ
た
。
原
告
は
、
二
〇
〇
一
年
二
月
二
二
日
に
、
本
件
土
地
・
建
物
へ
の
強
制
執
行
を
開
始
し
、
本
件
土
地
・
建
物
は
、

二
〇
〇
一
年
三
月
一
日
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
被
告
・
２
は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
二
四
日
付
の
公
証
人
が
作
成
し
た
契
約
を
も
っ
て
、
居
住
権

（
原
文
に
よ
る
とW

oh
n

rech
t

）︶
82
︵

、
な
ら
び
に
、
土
地
債
務
を
、
被
告
・
１
の
た
め
に
設
定
し
、
そ
れ
ら
は
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
に
土
地
登
記
簿
に

登
記
さ
れ
た
。
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
に
婚
姻
し
た
。
二
〇
〇
二
年
七
月
一
六
日
に
、
被
告
・
２
の
財
産
に
関
し
て
も
破
産
手
続
き
が
開
始
さ
れ

た
。
二
〇
〇
四
年
一
月
一
六
日
付
の
最
初
の
競
売
期
日
の
前
に
、
被
告
ら
は
、
執
行
裁
判
所
に
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
五
日
付
の
日
付
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
の
、
被
告
・
１
と
被
告
・
２
と
の
間
の
使
用
賃
貸
借
契
約
を
提
出
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
は
、
次
の
よ
う
な
合
意
を
含
ん
で
い
た
。
す

な
わ
ち
、
婦
人
・
Ｐ
（
被
告
・
１
）
は
、
Ｓ
氏
（
被
告
・
２
）
に
、
四
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
の
消
費
貸
借
を
認
め
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
婦

人
・
Ｐ
は
、
物
的
な
防
衛
策
と
し
て
、
登
記
法
上
登
記
さ
れ
た
居
住
権
を
取
得
し
た
。
婦
人
・
Ｐ
は
、
す
べ
て
の
付
帯
費
用
を
含
め
た
月
あ
た
り
の

賃
料
を
、
当
該
消
費
貸
借
を
も
っ
て
差
引
勘
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
〇
年
間
賃
料
な
し
で
本
件
土
地
・
建
物
に
居
住
す
る
、
と
い
う
合
意
で
あ

っ
た
。
第
二
の
競
売
期
日
に
お
い
て
も
付
け
値
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
後
で
、
原
告
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
九
日
付
の
落
札
に
よ
っ
て
本
件
土

地
・
建
物
を
買
い
受
け
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
に
被
告
・
１
に
到
達
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
原
告
は
、
B
G
B
五
七
三
条
二
項

三
号
等
を
援
用
し
て
、
二
〇
〇
五
年
二
月
二
八
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
土
地
・
建
物
の
明
渡
し
を
求
め
た
と
こ
ろ
の
本
件
訴
え
を
認
容
し
た
が
、
控
訴
審
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
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）

三
六

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
上
告
し
た
の
で
あ
る
。

　

﹇
判
決
理
由
﹈

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
強
制
競
売
に
も
と
づ
い
て
本
件
土
地
・
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
原
告
は
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
に
も
と
づ
い
て

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
結
論
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
相
当
な
経

済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
終
了
し
た
、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
﹁
原
告
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い

た
本
件
土
地
・
建
物
の
売
買
は
、
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
に
も
と
づ
い
て
、
相
当
な
経
済
的
利
用
を
意
味
し
た
﹂︶

83
︵

、
と
述
べ
た
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

﹁
裁
判
例
お
よ
び
文
献
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
見
解
に
よ
る
と
、
確
か
に
、
銀
行
が
、
支
払
い
能
力
の
な
い
消
費
貸
借
に
も
と
づ
く
債
務
者
が
所

有
し
て
い
た
建
物
あ
る
い
は
住
居
を
買
い
受
け
、
そ
れ
か
ら
、
可
能
な
限
り
収
益
を
も
た
ら
す
よ
う
に
当
該
土
地
・
建
物
を
売
買
で
き
る
た
め
に
、

当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
場
合
、
当
該
銀
行
に
よ
る
解
約
告
知
は
、
相
当
で
は
な
い
。
苦
境
を
こ
う
む
る
信
用
貸
し
は
、
解
約
告
知

の
権
限
を
通
し
て
賃
借
人
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
消
費
貸
借
の
貸
主
の
典
型
的
な
危
険
に
属
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
が
、
債
権
者
を
不
利
に
扱
う
と
い
う
理
由
で
、
不
動
産
担
保
権
者
の
所
有
権
取
得
時
点
に
お

い
て
、
当
該
不
動
産
担
保
権
者
に
よ
っ
て
、
否
認
法
（A

n
fech

tu
n

gsgesetz
）
三
条
一
項
に
も
と
づ
い
て
否
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
妥

当
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
賃
借
人
の
保
護
の
必
要
性
が
欠
け
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
賃
借
人
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
に
つ
い
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三
七

て
の
存
続
と
い
う
利
益
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
や
り
方
に
お
い
て
、
自
己
の
法
的
地
位
を
取
得
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

す
で
に
否
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
や
り
方
に
お
い
て
使
用
賃
貸
借
契
約
を
得
た
賃
借
人
で
は
な
く
、
契
約
に
誠
実
な
賃
借
人
を
、
自
己
の
住
居
の
喪

失
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
の
、
解
約
告
知
に
つ
い
て
の
諸
々
の
規
定
の
保
護
目
的
と
も
一
致
し
て
い
る
﹂︶

84
︵

。

　

右
の
よ
う
に
、
支
払
能
力
の
な
い
消
費
貸
借
に
も
と
づ
く
債
務
者
が
所
有
し
て
い
た
土
地
・
建
物
の
所
有
権
を
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い

て
、
強
制
競
売
に
も
と
づ
い
て
取
得
し
た
賃
貸
人
が
、
可
能
な
限
り
収
益
を
も
た
ら
す
よ
う
に
当
該
土
地
・
建
物
を
売
買
で
き
る
た
め
に
、
当
該
使

用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
場
合
、
通
常
、
経
済
的
な
利
用
の
相
当
性
と
い
う
要
件
は
満
た
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
賃
借
人
が
当
該
使
用
賃
貸

借
関
係
に
つ
い
て
の
存
続
と
い
う
利
益
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
や
り
方
に
お
い
て
自
己
の
法
的
地
位
を
取
得
し
な
か
っ
た
場
合
、
す
な
わ

ち
、
賃
借
人
の
保
護
の
必
要
性
が
欠
け
て
い
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
原
則
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
こ
の
点
を
重
要

視
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
否
認
法
三
条
一
項
に
も
と
づ
い
て
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
が
否
認
さ
れ
る
た
め
の
要
件
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
を
詳
し
く
理
由
づ
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
論
述
は
、
相
当
な
経
済
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
住
居
使

用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み
を
考
察
す
る
と
い
う
本
論
文
の
課
題
か
ら
は
ず
れ
る
た
め
に
割
愛
す
る
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
続
い
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
継
続
す
る
場
合
、
要
求
で
き
る
条
件
に
お
い
て
本
件
土
地
・
建

物
を
経
済
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
相
当
な
経
済
的
な
利
用
の
妨
げ
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
る

こ
と
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　

﹁
原
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
本
件
土
地
・
建
物
の
相
当
な
経
済
的
利
用
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
る
。
利
用
の
妨
げ
は
、



住
居
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三
八

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
賃
貸
目
的
物
の
利
用
が
、
存
続
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
た
め
に
、
経
済
的
に
可
能
で
は
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
要
求
で

き
な
い
条
件
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
場
合
、
認
め
ら
れ
る︶

85
︵

。
本
件
に
お
い
て
は
、
要
求
で
き
る
条
件
に
お
け
る
利
用
が
可
能
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
区
裁
判
所
は
、
正
当
に
、
一
家
族
用
住
宅
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
は
、
売
買
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

を
述
べ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
家
族
用
住
宅
は
、
通
常
、
自
己
使
用
の
た
め
に
買
い
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
・
・
・
・
（
本
件
一
家
族
用
住
宅

の
新
た
な
）
取
得
者
を
拘
束
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
長
期
間
賃
料
の
支
払
い
を
見
込
ん
で
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
も
っ
て

は
、
お
そ
ら
く
、
よ
り
わ
ず
か
な
譲
渡
の
収
益
が
獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
、
二
回
の
強
制
競
売
期
日
に
お
い

て
、
原
告
に
よ
っ
て
だ
け
付
け
値
が
提
出
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
ま
す
ま
す
妥
当
す
る
﹂︶

86
︵

。

　

さ
ら
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
賃
貸
人
の
著
し
い
不
利
益
と
い
う
要
件
も
満
た
さ
れ

る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
こ
で
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
に
つ
い
て
、
賃
借
人
の
法
的
に
保
護
さ
れ
た

存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
た
の
で
あ
る
。

　

﹁
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
は
、
ま
た
、
原
告
が
著
し
い
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
も
至
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
賃
貸
人
が
、
賃
貸
さ
れ
て

い
た
状
態
に
お
い
て
、
当
該
住
居
の
所
有
権
を
取
得
し
た
場
合
、
著
し
い
不
利
益
が
欠
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
場
合
、

最
初
か
ら
、
当
該
賃
貸
借
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
よ
り
少
な
い
価
値
が
、
当
該
土
地
・
建
物
に
付
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
件
の
よ
う
に
、
締
結
さ
れ
た
使
用
賃
貸
借
契
約
が
取
得
者
の
た
め
に
否
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
理
由
で
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係

に
つ
い
て
、
賃
借
人
の
法
的
に
保
護
さ
れ
た
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
問
題
外
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂︶

87
︵

。
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三
九

　

最
後
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
賃
貸
人
の
解
約
告
知
の
形
式
的
な
有
効
性
の
要
件
も

満
た
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

﹁
原
告
の
本
件
解
約
告
知
の
書
面
は
、
B
G
B
五
七
三
条
三
項
一
文
の
要
求
を
も
満
た
す
。
B
G
B
五
七
三
条
三
項
一
文
の
目
的
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
点
に
お
い
て
、
自
己
の
法
的
地
位
に
関
す
る
明
確
性
を
賃
借
人
に
得
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
時
宜
を
得
て
、
自
己
の
利
益
を
守
る
た
め

に
必
要
な
す
べ
て
の
こ
と
を
さ
せ
る
状
態
に
賃
借
人
を
置
く
と
い
う
点
に
あ
る
。
一
般
に
、
当
該
解
約
告
知
の
書
面
が
、
当
該
解
約
告
知
の
理
由

を
、
そ
れ
が
確
認
さ
れ
う
る
し
、
他
の
理
由
か
ら
区
別
さ
れ
う
る
よ
う
に
表
す
場
合
、
こ
の
目
的
は
満
た
さ
れ
る
。
本
件
解
約
告
知
の
た
め
の
理
由

が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
九
日
付
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
の
書
面
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
を
正
当
に
評
価
し
た
の

で
あ
る
﹂︶

88
︵

。

　

六　

第
六
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
一
年
六
月
八
日
判
決
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

︻
14
︼
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
一
年
六
月
八
日
判
︶
89
︵

決

　

﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
・
１
は
、
一
九
五
三
年
に
、
そ
の
間
に
死
亡
し
た
彼
女
の
夫
と
一
緒
に
、
か
つ
て
の
東
ド
イ
ツ
の
国
営
企
業
か
ら
、
原
告
ら
の
前
主
の
所
有

で
あ
り
、
国
家
の
管
理
の
も
と
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
本
件
一
家
族
住
宅
を
賃
借
し
た
。
一
九
九
二
年
の
経
過
と
と
も
に
国
家
の
管
理
が
終
了
し
た

後
、
原
告
ら
は
、
か
つ
て
の
所
有
権
者
・
前
主
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
分
割
さ
れ
な
い
共
同
相
続
関
係
の
形
態
に
お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
に



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

四
〇

入
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
七
月
一
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
な
ら
び
に
、
も
う
一
度
、
本
件
訴
状
を
も
っ
て
、
原
告
ら
は
、
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
に

も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
は
、
共
同
相
続
関
係
を
分
割
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
損
失
を
も
た
ら
し

て
い
る
本
件
一
家
族
用
住
宅
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
本
件
一
家
族
用
住
宅
の
譲
渡
に
つ
い

て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
、
地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
原
告
ら
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
ら
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
上
告
し
た
の
で
あ
る
。

　

﹇
判
決
理
由
﹈

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
控
訴
審
裁
判
所
の
判
決
理
由
を
確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
控
訴
審
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
賃
貸
人
の
著
し
い
不
利
益
と
い
う
要
件
は
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

﹁
原
告
ら
に
は
、
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
明
渡
し
の
請
求
権
は
帰
属
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
意
思
表
示
さ
れ
た
相
当
な

経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
当
事
者
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
件
使
用
賃
貸

借
関
係
が
継
続
す
る
場
合
、
原
告
ら
が
著
し
い
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　

著
し
い
不
利
益
は
、
原
則
と
し
て
、
次
の
場
合
、
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
が
、
当
該
建
物
を
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た

状
態
に
お
い
て
、
一
般
に
利
用
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
経
済
的
に
不
相
当
に
の
み
利
用
で
き
る
場
合
、
そ
の
結
果
、
売
買
が
、
経
済
的
に
意
味

の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
か
ら
の
保
護
が
、
事
実
上
の
売
買
の
妨
げ
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
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四
一

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
利
益
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
相
続
人
ら
が
、
本
件
目
的
物
を
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
取
得
し
た
あ
と
で
、
比

較
算
定
の
た
め
の
基
準
点
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
譲
渡
の
場
合
に
相
続
人
ら
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
絶
対
的
な
利
益
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
本
件
住
居
の
取
得
時
点
に
お
け
る
相
続
人
ら
の
財
産
状
態
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
相
続
開
始
の
時
点
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
原
告
ら
が
、
は
じ
め
て
事
実
上
賃
貸
人
の
地
位
に
入
っ
た
と
こ
ろ
の
、
一
九
九
二
年
の
終
わ
り
の
国
家
の
処
分
権
能
の
廃
止
に
焦
点
が
合
わ
せ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

本
件
土
地
・
建
物
が
、
原
告
ら
の
申
立
て
に
よ
る
と
、
一
二
年
間
、
損
失
の
み
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
の

意
味
に
お
け
る
著
し
い
不
利
益
の
説
明
の
た
め
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
本
件
土
地
・
建
物
に
は
、
は
じ
め
か
ら
、
本
件
賃
貸
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
の
よ
り
少
な
い
価
値
が
付
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
原
告
ら
は
、
す
で
に
、
一
九
九
三
年
一
月
一
日
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
に

事
実
上
入
っ
た
と
き
に
も
、
高
齢
で
あ
っ
た
。
本
件
土
地
・
建
物
は
、
当
時
も
ま
た
、
す
で
に
採
算
の
取
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
本
件
土
地
・
建
物
が
売
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
証
拠
の
申
出
は
、
究
明
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
利
回
り
の
目
的
物
と
し
て
不
適
切
な
住
居
は
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
の
み
売
れ
る
と
い
う
一
般
的
な
経
験
則
は
、
存
在
し
な

い
。
本
件
土
地
・
建
物
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
じ
く
、
証
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
﹂︶

90
︵
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控
訴
審
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
原
告
ら
が
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
相
続
に
よ
っ
て
本
件
一
家
族
用
住
宅
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と

い
う
場
合
、
①
賃
貸
人
の
著
し
い
不
利
益
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
譲

渡
の
場
合
に
相
続
人
ら
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
絶
対
的
な
利
益
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
本
件
住
居
の
取
得
時
点
に
お
け
る
相
続
人
ら
の
財
産
状
態
を
基

準
と
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
本
件
に
お
い
て
は
、
原
告
ら
が
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
に
事
実
上
入
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
本
件
土
地
・



住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
（
三
）

四
二

建
物
に
は
、
本
件
賃
貸
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
よ
り
少
な
い
価
値
が
付
着
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
件
土
地
・
建
物
は
、
当
時
も
ま

た
、
す
で
に
採
算
の
取
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
賃
貸
人
の
著
し
い
不
利
益
と
い
う
要
件
は
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
判
断
し

た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
以
下
に
お
い
て
確
認
す
る
と
こ
ろ
の
論
述
を
も
っ
て
、
﹁
（
控
訴
審
裁
判
所
の
）
こ
の
よ
う
な
判
断

は
、
法
的
な
審
理
に
耐
え
な
か
っ
た
。
控
訴
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
意
思
表
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
の
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
（
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
）
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
﹂︶
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、
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
控
訴
審
裁
判
所
が
、
次
の
一
般
論
を
そ
の
判
断
の
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
評
価
し
た
。
そ
の
一
般
論
と
は
、
使

用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
賃
貸
人
に
著
し
い
不
利
益
が
生
じ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
判
断
に
あ
た
っ
て
基
本
と
な
る
と
こ
ろ
の
、
こ

れ
ま
で
の
裁
判
例
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
一
般
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　

﹁
出
発
点
に
お
い
て
、
控
訴
審
裁
判
所
は
、
適
切
に
次
の
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
す
な
わ
ち
、
所
有
権
者
に
、
使
用
賃
貸
借
契
約
の
継
続
に
よ
っ

て
、
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
の
意
味
に
お
け
る
著
し
い
不
利
益
が
生
じ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
判
断
は
、
所
有
権
の
社
会
的
な
義
務
性

（
基
本
法
一
四
条
二
項
）
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
と
も
に
、
自
己
の
生
活
の
中
心
点
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
に
居
住
し
続
け
る
と
い
う
賃
借
人
の

原
則
と
し
て
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
と
い
う
背
景
の
も
と
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
有
権
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
で
、
賃
貸
人
に
、
収
益
を
最
善
の
状
態
に
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ま
さ
し
く
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
経
済
的
利
益
を
約
束
す
る
と
こ
ろ
の

使
用
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
対
す
る
請
求
権
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
賃
借
さ
れ
て
い
た
住
居
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
占
有
権
も
ま
た
、
基



西
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四
三

本
法
一
四
条
一
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
所
有
権
で
あ
り
、
そ
の
理
由
か
ら
、
基
本
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、

賃
貸
人
に
生
じ
る
不
利
益
は
、
当
該
住
居
を
喪
失
し
た
場
合
賃
借
人
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
不
利
益
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
範
囲
を
受
け
入
れ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
﹂︶
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し
か
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
控
訴
審
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
、
差
し
戻
し
た
の
で
あ
る
。

　

﹁
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
の
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、
所
有
権
者
の
利
用
に
つ
い
て
の
利
益
と
賃
借
人
の

存
続
に
つ
い
て
の
利
益
と
の
間
の
比
較
衡
量
は
、
事
実
審
裁
判
官
の
責
任
で
あ
る
。
事
実
審
裁
判
官
の
判
断
は
、
上
告
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
限
定

的
に
、
次
の
点
に
お
い
て
の
み
審
理
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
控
訴
審
裁
判
所
が
、
評
価
の
限
界
を
認
識
し
た
か
ど
う
か
、
事
実
上
の
評
価
の
基
礎

を
く
み
尽
し
た
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
、
思
考
法
則
と
経
験
則
を
顧
慮
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
上
告
が
正
当
に
主
張
し
た
よ
う
に
、
こ
の

観
点
に
お
い
て
、
控
訴
審
裁
判
所
に
は
法
的
な
誤
り
が
入
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
原
告
ら
の
著
し
い
不
利
益
は
、
す
で
に
、
原
告
ら
が
、
本
件
土
地
・
建
物
の
所
有
権
を
、
不
適
切
で
採
算
の
取
れ
な
い
状
態

に
お
い
て
取
得
し
、
そ
れ
以
来
生
じ
た
本
質
的
な
悪
化
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
控

訴
審
裁
判
所
が
受
け
入
れ
た
こ
と
は
、
事
実
に
反
し
、
事
実
関
係
の
本
質
的
な
状
況
を
考
慮
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

控
訴
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
・
・
・
・
主
張
さ
れ
た
見
解
に
反
し
て
、
B
G
B
五
七
三
条
二
項
三
号
の
意
味
に
お
け
る
著
し
い
不
利
益
は
、
す
で

に
、
賃
貸
人
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
土
地
・
建
物
の
所
有
権
を
相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
、
そ
れ
以
来
、
本
件
目
的
物
の
取
引
価
格
が
悪
化
し
な

か
っ
た
と
い
う
理
由
で
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
方
を
も
っ
て
、
控
訴
審
裁
判
所
は
、
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
個
々
の

事
案
の
全
部
の
状
況
を
比
較
衡
量
し
、
考
慮
す
る
こ
と
を
、
現
在
の
賃
貸
人
に
よ
る
本
件
目
的
物
の
所
有
権
の
取
得
以
来
、
取
引
価
格
あ
る
い
は
採
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四
四

算
性
の
悪
化
が
生
じ
た
か
ど
う
か
と
い
う
め
っ
た
に
な
い
観
点
に
切
り
つ
め
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

上
告
は
、
さ
ら
に
、
正
当
に
、
控
訴
審
裁
判
所
が
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
本
件
土
地
・
建
物
が
売
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
ら

の
申
立
て
を
、
立
証
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
た
こ
と
を
と
が
め
た
。
原
告
ら
は
、
決
し
て
、
一
括
し
て
、
本
件
土
地
・
建
物
が
一
般
に
売
れ
な

い
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
立
証
的
に
、
か
つ
、
証
拠
の
申
出
の
も
と
で
、
一
家
族
用
住
宅
の
買
主
と
し
て
、
そ
の
様

式
か
ら
、
そ
れ
を
自
ら
利
用
し
た
い
と
こ
ろ
の
『
働
い
て
報
酬
を
得
て
い
る
普
通
の
人
』
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
購
入
希
望
者
は
、
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
の
実
現
の
た
め
に
、
数
年
間
を
あ
ら
か
じ
め
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
理
由
か
ら
、
購
入
を
断
念
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
本
件
目
的
物
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
、
実
際
に

売
れ
な
い
の
で
あ
る
。
控
訴
審
裁
判
所
は
、
考
え
ら
れ
る
取
得
者
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
と
い
う
原
則
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て

の
一
般
化
さ
れ
た
考
慮
を
も
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
控
訴
審
裁
判
所
の
判
決
は
存
続
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
か
ら
、
控
訴
審
裁
判
所
の
判
決
は
、
破
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
は
、
最
終
的
な
判
決
の
時
期
に
達
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
か
ら
、
本
件
は
、
控
訴
審
裁
判
所
に
差
し
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
控
訴
審

裁
判
所
は
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
土
地
・
建
物
の
非
採
算
性
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
け
る
売
買
の
場
合
に
お
け
る

よ
り
少
な
い
収
益
の
程
度
、
も
し
く
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
売
れ
な
い
こ
と
・
・
・
・
に
つ
い
て
、
必
要
な
確
定
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
﹂︶
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連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
控
訴
審
裁
判
所
が
、
原
告
ら
は
は
じ
め
か
ら
不
適
切
で
採
算
の
取
れ
な
い
状
態
に
お
い
て
本
件
土
地
・
建
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四
五

物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
重
要
視
し
、
そ
れ
以
来
、
本
件
土
地
・
建
物
の
取
引
価
格
あ
る
い
は
採
算
性
の
悪
化
が
生
じ
た
か
ど
う
か
と
い
う

観
点
の
み
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
ら
の
著
し
い
不
利
益
を
否
定
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
控
訴
審
裁
判
所

は
、
本
件
土
地
・
建
物
の
非
採
算
性
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
本
件
土
地
・
建
物
が
売
買
さ
れ
る
場
合
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
よ
り
少
な
い

収
益
の
程
度
、
お
よ
び
、
本
件
土
地
・
建
物
が
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
実
際
に
売
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
必
要
な
確
定
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
確
定
に
も
と
づ
い
て
、
個
々
の
事
案
の
全
部
の
状
況
を
比
較
衡
量
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の

で
あ
る
。

　

以
上
、
当
該
土
地
・
建
物
（
住
居
）
の
売
買
と
い
う
類
型
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
す
る
住
居
使
用

賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
を
肯
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
も
し
く
は
、
肯
定
し
た
と
こ
ろ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例

を
、
そ
の
判
決
・
決
定
年
月
日
の
順
に
考
察
し
た
。

✻　

 

Ⅱ
の
四
の
２
の
（
２
）
以
下
の
目
次
の
詳
細
は
、
連
載
を
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。
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四
六

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
46
） O

L
G

 K
oblenz W

uM
 1989,164.

（
47
） O

L
G

 K
oblenz W

uM
(F

n.46),S.165.

（
48
） O

L
G

 K
oblenz W

uM
(F

n.46),S.165.

（
49
） O

L
G

 K
oblenz W

uM
(F

n.46),S.165f.

（
50
） O

L
G

 K
oblenz W

uM
(F

n.46),S.166.

（
51
） O

L
G

 K
oblenz W

uM
(F

n.46),S.166.

（
52
） L

G
 W

iesbaden W
uM

 1993,195.

（
53
） 

ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
三
月
一
日
決
定
（
裁
判
例
︻
９
︼
）
を
引
用
裁
判
例
と
し
て
掲
げ

た
。

（
54
） L

G
 W

iesbaden W
uM

(F
n.52),S.195.

（
55
） A

G
 L

übeck W
uM

 1994,542.

（
56
） A

G
 L

übeck W
uM

(F
n.55),S.542.

（
57
）  A

G
 L

übeck W
uM

(F
n.55),S.542.

（
58
） L

G
 M

annheim
 Z

M
R

 1995,315.

（
59
） L

G
 M

annheim
 Z

M
R

(F
n.58),S.316.

（
60
） L

G
 M

annheim
 Z

M
R

(F
n.58),S.315f.

（
61
） L

G
 M

annheim
 Z

M
R

(F
n.58),S.316f.

（
62
） O

L
G

 K
oblenz W

uM
(F

n.46),S.166.

（
63
） L

G
 D

üsseldorf N
JW

-R
R

 1992,522.

（
64
） 
B
G
B
旧
五
六
四
ｂ
条
二
項
三
号
三
文
に
よ
る
と
、
現
行
五
七
三
条
二
項
三
号
三
文
と
同
様
に
、
﹁
賃
貸
人
が
、
住
居
所
有
権
の
意
図
さ
れ
た
設
定
、
ま
た
は
、
賃
借

人
へ
の
委
譲
後
に
行
わ
れ
た
住
居
所
有
権
の
設
定
と
関
連
し
て
、
そ
の
賃
貸
空
間
を
譲
渡
し
た
い
﹂
場
合
、
賃
貸
人
の
経
済
的
な
利
用
の
意
図
は
、
例
外
と
し
て
、
排

除
さ
れ
て
い
る
。
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四
七

（
65
） L

G
 D

üsseldorf N
JW

-R
R

(F
n.63),S.522.

（
66
） B

V
erfG

E
(F

n.22).

（
67
） B

V
erfG

E
(F

n.22),S.289f.

（
68
） B

V
erfG

E
(F

n.22),S.290f.

（
69
） B

V
erfG

E
(F

n.22),S.291.

（
70
） B

V
erfG

 N
JW

(F
n.12).

（
71
） B

V
erfG

 N
JW

(F
n.12),S.3271.

（
72
） B

V
erfG

 N
JW

(F
n.15).

（
73
） B

V
erfG

 N
JW

(F
n.15),S.2753.

（
74
） B

V
erfG

 N
Z

M
 2004,134.

（
75
） B

V
erfG

 N
Z

M
(F

n.74),S.134.

（
76
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
判
決
（
裁
判
例
︻
６
︼
）
の
参
照
を
指
示
し
た
。

（
77
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
判
決
（
裁
判
例
︻
６
︼
）
の
参
照
を
指
示
し
た
。

（
78
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
一
年
九
月
二
〇
日
決
定
（
裁
判
例
︻
３
︼
）
を
引
用
裁
判
例
と
し
て
掲
げ
た
。

（
79
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
一
年
九
月
二
〇
日
決
定
（
裁
判
例
︻
３
︼
）
の
参
照
を
指
示
し
た
。

（
80
） B

V
erfG

 N
Z

M
(F

n.74),S.134f.

（
81
） B

G
H

 N
Z

M
 2008,281.

（
82
） 

B
G
B
一
〇
九
三
条
が
規
定
す
る
と
こ
ろ
のW

ohnungsrecht

の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
83
） B

G
H

 N
Z

M
(F

n.81),S.281.

（
84
） B

G
H

 N
Z

M
(F

n.81),S.281f.

（
85
） 

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
判
決
（
裁
判
例
︻
６
︼
）
、
お
よ
び
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
一
年
九
月
二
〇
日
決

定
（
裁
判
例
︻
３
︼
）
を
引
用
裁
判
例
と
し
て
掲
げ
た
。

（
86
） B
G

H
 N

Z
M

(F
n.81),S.282.
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四
八

（
87
） B

G
H

 N
Z

M
(F

n.81),S.282f.

（
88
） B

G
H

 N
Z

M
(F

n.81),S.283.

（
89
） B

G
H

 W
uM

 2011,426.

（
90
）B

G
H

 W
uM

(F
n.89),S.426.

（
91
）B

G
H

 W
uM

(F
n.89),S.426.

（
92
）B

G
H

 W
uM

(F
n.89),S.426f.

（
93
）B

G
H

 W
uM

(F
n.89),S.427.


